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取材・文／児山雄介　撮影／亀井宏昭（P.7）、荒川潤（P.11、15）

特集  みんなで回そう！ 教学マネジメント

多
く
の
大
学
か
ら
聞
か
れ
た「
よ
く
あ
る
疑
問
」に
対
し
て
の
、先
行
す
る
大
学
や
識
者
に
よ
る
見
解
を
ま
と
め
た
。

み
ん
な
で
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
回
す
大
学
を
実
現
す
る
ま
で
の
道
し
る
べ
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

何
の
た
め
？  

誰
が
？  

ど
う
進
め
る
？

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
諸
問
題

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
は
何
か
？

1

質保証×教学マネジメント

　グランドデザイン答申を受けて2020年７月に発足した中央教

育審議会・大学分科会・質保証システム部会では、質保証シス

テムのあり方を見直しています。大学の将来像を見据え、現行

の質保証のしくみの検証と時代に即した質保証システムのあり

方や大学設置基準の抜本的な見直しなどについて、審議を行っ

ています。特に今般のコロナ禍の経験も踏まえ、ニューノーマル

における大学等の姿を実現する観点からも、大学設置基準をは

じめとする質保証システムの見直しが求められています。

　経営や社会貢献などさまざまな分野に関わる内部質保証のう

ち、教育面の質保証に必要なのが教学マネジメントです。日本の

大学の教育改革は確実に進んではいますが、質が伴っている大

学と形だけの大学に二極化しているという認識です。例えば、学

生の学修時間や学修行動の把握を行っている大学が85％、カ

リキュラムマップなどの履修系統図を活用する大学が76％もあ

る一方で、教育改善に関するＰＤＣＡサイクルの確立に取り組ん

でいる大学は54％にとどまります＊1。教学マネジメントは入学から

卒業までの教育活動全般を対象とした取り組みなので、学長や

学部長の理解と、強いリーダーシップが望まれます。

　前期（第10期）の部会では、学修者本位の観点から保証すべ

き質について理解し、「社会に開かれた質保証」の実現を図る観

早川 慶

文部科学省 高等教育局
大学振興課 大学改革支援室
室長補佐

点から議論を深めるという方向性が示されました。教育の質に関

する情報の公表なしでは、社会からの理解と支持を得られないど

ころか、むしろ社会からの厳しい評価を受けることにもなりえます。

　今期（第11期）は教育再生実行会議の第12次提言等も踏ま

え、ポストコロナ期の質保証システムを具体的に検討しています

【図表２】。例えば「先導性・先進性の確保」の視点では、大学の

新しい取り組みを促す方向に見直すことが考えられます。

　現在のところ、本年度中に議論をまとめ、次年度中に必要な制

度改正を行う予定です。議事録の閲覧はもちろん、YouTube＊2

での傍聴もできますので、今後の議論にぜひご注目ください。

グランドデザイン答申をベースに
ポストコロナの質保証のあり方を検討中
今、求められている質保証システムとは

形だけの質保証を脱するにはトップの意思が必要

本年度中をめどに具体的な制度を検討

はやかわけい●1997年に国
立大学に入職後、2004年より
文部科学省へ。医学教育課係
長、大学振興課係長、九州大
学研究企画課長などを経て、
2021年より現職。

何
の
た
め
に
行
う
の
か
？
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【図表1】３つの方針の点検・評価状況（2018年度）

３つの方針の達成状況を点検・評価している大学

＊文部科学省「平成30年度の大学における教育内容等の改革状況について」（2020年）　N＝761

３つの方針に基づく教育の成果を点検・評価するための学位を
与える課程（プログラム）共通の考え方や尺度を策定している大学

計348大学（45.7％）

国立
68

計591大学（77.7％）

公立
62

私立
461

行っていない
170

策定していない
413

国立
42

公立
32

私立
274

【図表2】質保証システムの見直しの視点と方向性（案）

＊中央教育審議会大学分科会質保証システム部会（第８回）配布資料６を基に作成

厳格性の担保

 

例）時代の変遷に対応した教育研究組織を容易に
編成しやすくするよう、設置基準の見直しや設置
審査における審査体制の柔軟化

例）設置基準を今の時代に合ったより客観性あるわかり
やすい基準とし、その基準に基づき、設置認可審査
について内規や運用に基づく審査からの転換を図る

（１）学修者本位の大学教育を実現する観点から、質保証システム全体を
見直し。

（２）質保証を通じて、自己改善に努めつつ、社会に対して必要な説明責
任を果たし、それによって社会からも必要な支援を受けることで大学の
教育研究機能を充実していく「社会に開かれた質保証」を実現。

例）●不適合や指摘事項の根拠の開示等により、
　　 設置審査の透明性を向上

●情報公表の徹底・一覧化によって透明性を向上

先導性・
先進性の確保

客観性の確保

透明性の向上

例）情報公表・評価結果に基づく対応の厳格化
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A 

〝
掲
げ
て
い
る
だ
け
〞
の
Ｄ
Ｐ

に
し
な
い
た
め
の
し
く
み
。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
（
以
下
、

「
指
針
」）
に
よ
る
定
義
は
、「
大
学
が

そ
の
教
育
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
行

う
管
理
運
営
」。
教
育
は
大
学
の
最
重

要
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、「
自
ら
の
責

任
で
自
大
学
の
諸
活
動
に
つ
い
て
点

検
・
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と

に
改
革
・
改
善
に
努
め
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
そ
の
質
を
自
ら
保
証
す
る
」
と
い

う
内
部
質
保
証
の
有
効
な
手
段
、
そ
れ

が
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
。

　「
指
針
」の
記
述
を
よ
り
具
体
的
な
言

葉
に
す
る
と
、「
デ
ィ
プ
ロ
マ・ポ
リ
シ
ー

（
Ｄ
Ｐ
）
等
の
教
育
目
標
を
適
切
に
設

定
し
て
達
成
度
を
測
定
し
、
測
定
結
果

に
応
じ
た
改
善
活
動
を
行
う
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
流
れ
を
公
表
す
る
こ
と
」
と

な
ろ
う
。
こ
の
し
く
み
が
な
け
れ
ば
、

Ｄ
Ｐ
は
〝
た
だ
掲
げ
て
い
る
だ
け
〞
だ
。

　「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
答
申
」
で
掲

げ
ら
れ
た
「
学
修
者
本
位
の
教
育
へ
の

転
換
」
の
実
現
に
向
け
て
も
教
学
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
将

来
予
測
が
困
難
な
時
代
に
向
け
て
大
学

は
、
卒
業
後
も
常
に
学
び
続
け
る
自
律

的
な
学
修
者
を
育
て
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
学
修
者
本
人
が
、

何
が
身
に
付
い
た
の
か
を
実
感
で
き
る

し
く
み
が
必
要
、
と
い
う
わ
け
だ
。

　
調
査
に
よ
れ
ば
、
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

の
達
成
状
況
を
点
検
・
評
価
す
る
大
学

は
約
８
割
に
上
る
が
、
評
価
尺
度
ま
で

定
め
た
大
学
は
半
数
以
下
【
図
表
１
】。

教
学
の
質
保
証
は
道
半
ば
と
い
う
現
状

が
、「
指
針
」
作
成
の
背
景
に
は
あ
る
。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
に
法
的

義
務
は
な
い
が
、
内
部
質
保
証
の
有
効

な
手
段
で
あ
る
な
ど
、
教
育
の
改
善
に

は
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み
だ
。

　
経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
回
す
こ
と
に
よ
り
科
目
の
再
編

や
教
育
手
法
の
改
善
が
し
や
す
く
な

る
。「
社
会
が
変
化
す
る
中
、
人
材
輩

出
機
関
と
し
て
、
変
化
に
応
じ
た
教
育

を
行
う
し
く
み
と
し
て
必
然
」（
金
沢

工
業
大
学
大
澤
学
長
）。
ま
た
こ
れ
に

取
り
組
む
こ
と
自
体
が
、
教
職
員
の
仕

事
へ
の
目
的
意
識
を
高
め
、
自
律
的
な

改
善
行
動
を
促
す
と
い
う
「
参
画
意
識

や
組
織
力
の
向
上
」（
共
愛
学
園
前
橋

国
際
大
学
大
森
学
長
）に
も
つ
な
が
る
。

　
社
会
に
説
明
責
任
を
果
た
す
意
味
で

も
必
要
な
取
り
組
み
だ
。「
指
針
」
の

作
成
過
程
で
も
「
企
業
は
社
会
か
ら
認

め
ら
れ
る
た
め
に
決
算
公
告
な
ど
の
情

報
公
開
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。
税
金

に
支
え
ら
れ
て
い
る
大
学
は
、
企
業
以

上
に
情
報
公
開
を
進
め
る
べ
き
」
と
の

企
業
人
委
員
か
ら
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　
情
報
公
表
に
よ
り
得
ら
れ
た
社
会
か

ら
の
信
頼
は
、
学
生
募
集
に
も
好
影
響

を
与
え
る
。
東
北
公
益
文
科
大
学
は
、

地
域
志
向
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
過

程
や
成
果
、
在
学
生
の
成
長
の
様
子
な

ど
を
発
信
し
、
高
校
か
ら
の
信
頼
を
獲

得
。
定
員
未
充
足
か
ら
脱
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
期
せ
ず
し
て
、
教
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
契
機
を
大
学
に
与

え
て
い
る
。
ま
ず
、
授
業
は
教
員
の
も

の
と
い
う
〝
聖
域
〞
の
開
放
。
コ
ロ
ナ

禍
で
始
ま
っ
た
遠
隔
授
業
は
職
員
の
支

援
や
他
教
員
と
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
。
授
業
手
法
も

多
様
化
し
た
今
こ
そ
、
教
職
協
働
の
新

た
な
教
育
の
形
に
取
り
組
む
時
機
だ
。

　
次
に
、
教
育
効
果
の
比
較
タ
イ
ミ
ン

グ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
遠
隔
授
業
と

そ
れ
以
前
の
対
面
授
業
と
の
間
に
、
ど

職
員
を
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
ご
と
の
設
置
が
理
想
的
だ
。

　
常
設
の
委
員
会
で
担
う
場
合
、
組
織

づ
く
り
の
労
力
は
不
要
な
反
面
、
既
存

の
業
務
よ
り
優
先
順
位
が
下
が
っ
た
り
、

輪
番
制
だ
と
思
い
切
っ
た
改
革
に
取
り

組
み
に
く
い
傾
向
が
あ
る
。た
だ
し「
規

模
が
小
さ
く
て
も
既
存
組
織
で
い
っ
た

ん
取
り
組
み
、
教
育
改
善
の
実
績
を
つ

く
っ
て
か
ら
、
新
た
な
組
織
や
予
算
を

つ
け
た
ほ
う
が
浸
透
し
や
す
い
」（
関

西
大
学
）
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

　
認
証
評
価
に
向
け
て
「
内
部
質
保
証

委
員
会
」
を
新
設
す
る
場
合
は
注
意
が

必
要
だ
。
既
存
の
教
学
系
組
織
と
の
役

割
分
担
が
明
確
で
な
い
と
、
名
ば
か
り

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
現
場
が
混
乱

し
た
り
す
る
か
ら
だ
。

　
な
お
、
取
材
し
た
５
大
学
も
そ
れ
ぞ

れ
の
組
織
文
化
に
よ
り
体
制
は
異
な

る
。【
図
表
５
】
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

　
今
号
の
取
材
対
象
者
の
多
く
が
、「
教

学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
門
家
は
存
在
し

な
い
だ
ろ
う
」
と
口
を
そ
ろ
え
た
。
そ

し
て
同
じ
く
よ
く
聞
か
れ
た
の
が
「
専

門
性
よ
り
、
推
進
力
の
方
が
重
要
」
と

の
声
だ
。
学
修
成
果
の
デ
ー
タ
分
析
も

単
純
な
ク
ロ
ス
集
計
程
度
で
も
、
議
論

の
種
は
十
分
に
つ
く
れ
る
。
障
壁
は
む

し
ろ
、「
考
え
方
が
浸
透
し
な
い
」「
協

力
が
得
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た
組
織
に

関
す
る
問
題
の
よ
う
だ
。
な
お
取
り
組

み
が
先
行
す
る
大
学
は
、
自
学
の
組
織

文
化
に
通
じ
、
こ
と
が
ス
ム
ー
ズ
に
運

ぶ
よ
う
に
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

職
員
の
活
躍
が
め
だ
つ
。

　
成
蹊
大
学
は
「
自
学
に
な
い
ノ
ウ
ハ

ウ
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の
都
度
、
他

大
学
や
企
業
を
頼
っ
て
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
を

行
う
」
と
の
考
え
だ
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

作
成
に
困
っ
た
ら
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
困
っ
た
ら
テ
ス
ト
理

論
の
専
門
家
を
招
聘
し
、
そ
の
知
見
を

議
論
の
き
っ
か
け
と
す
れ
ば
よ
い
。

　
Ｄ
Ｐ
の
達
成
は
、授
業
だ
け
で
な
く
、

入
学
前
の
学
生
募
集
か
ら
課
外
活
動
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
至
る
ま
で
、
大
学
の

全
運
営
活
動
の
集
大
成
だ
。そ
れ
ゆ
え
、

職
員
の
参
画
な
き
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
あ
り
え
な
い
と
断
言
し
た
い
。
こ
こ

で
は
、
特
に
Ｑ
７
で
も
紹
介
し
た
推
進

力
と
な
る
職
員
の
役
割
に
つ
い
て
、
取

材
を
基
に
紹
介
す
る
【
図
表
６
】。

　
①
情
報
を
収
集
、
分
析
し
、
教
員
に

共
有
す
る
役
割
。
東
邦
大
学
で
は
学
長

室
の
職
員
が
学
長
の
意
向
を
く
み
取

り
、
文
部
科
学
省
の
委
員
会
の
ネ
ッ
ト

配
信
や
議
事
録
を
聴
講
、
各
学
部
に
共

有
し
て
い
る
。「
指
針
」
へ
の
教
員
の

疑
問
な
ど
も
職
員
が
対
応
し
て
い
る
。

　
他
大
学
の
先
行
事
例
の
収
集
も
重
要

だ
。
教
員
は
授
業
の
プ
ロ
だ
が
教
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
で
は
な
い
の
で
、

職
員
の
知
見
が
取
り
組
み
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
と
な
る
。「
自
学
の
あ
る
べ
き
姿

を
客
観
的
に
捉
え
る
た
め
に
も
、
自
学

で
全
て
を
賄
う
の
で
は
な
く
、
積
極
的

に
外
部
の
知
見
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

職
員
が
   ＊4
　大
学
Ｉ
Ｒ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

や
、
連
携
先
の
大
学
と
の
交
流
で
先
行

事
例
を
学
ん
で
い
る
」（
成
蹊
大
学
）。

　
②
Ｉ
Ｒ
の
役
割
。「
学
内
の
動
向
に

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
教
員
が
必
要

と
し
そ
う
な
デ
ー
タ
や
資
料
を
先
回
り

し
て
準
備
し
て
い
る
。ま
た
日
常
的
に
、

デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
教
員
と
意
見
を
交
換
し
て
い
る
」（
関

西
大
学
、
成
蹊
大
学
）。

　
③
学
部
・
学
科
間
、
部
署
間
の
連
携
・

調
整
を
す
る
役
割
。
特
に
大
規
模
大
学

に
お
い
て
は
、
他
の
学
部
や
部
署
に
お

け
る
先
行
事
例
を
紹
介
す
る
と
い
っ

た
、部
局
を
横
断
す
る
役
割
が
重
要
だ
。

　
な
お
、
職
員
に
こ
う
し
た
活
躍
の
場

を
用
意
し
、
職
員
と
協
働
す
る
よ
う
教

員
に
促
す
の
は
ト
ッ
プ
の
仕
事
だ
。「
執

行
部
が
教
職
協
働
の
体
制
で
な
け
れ

ば
、
現
場
に
教
職
協
働
を
命
じ
て
も
効

果
は
な
く
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
な

し
得
な
い
」（
大
学
行
政
管
理
学
会
杉

原
氏
）。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
究
極
の
目
的

は
、
学
生
が
学
修
成
果
を
把
握
し
、
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
し
て
成
長
す
る
し
く

み
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
れ
が
で
き
て
い

る
か
を
学
生
に
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
手
法
は
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト

が
一
般
的
だ
が
、
学
生
が
自
身
の
能
力

の
伸
長
／
不
足
を
示
す
エ
ビ
デ
ン
ス

（
＝
自
己
評
価
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
）

を
基
に
、
受
け
た
教
育
に
つ
い
て
述
べ

る
形
の
聴
取
の
ほ
う
が
、
彼
ら
の
リ
フ

れ
だ
け
質
や
成
果
の
差
が
あ
る
の
か

は
、検
証
に
足
る
テ
ー
マ
で
は
な
い
か
。

　
社
会
が
大
学
教
育
に
注
目
し
て
い
る

点
も
見
逃
せ
な
い
。
休
校
措
置
や
授
業

方
式
の
変
更
等
に
よ
り
、
学
生
や
保
護

者
の
不
満
が
報
道
さ
れ
た
。
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
内
容
と
は
い
え
、
大
学
の
教
育
が

世
間
か
ら
注
目
を
集
め
る
こ
と
は
そ
う

そ
う
な
い
。
注
目
が
高
い
今
こ
そ
、
教

育
改
善
の
ア
ピ
ー
ル
に
適
し
て
い
る
。

に
よ
っ
て
違
っ
て
い
い
。肝
心
な
の
は
、

項
目
同
士
の
関
連
性
を
意
識
し
て
取
り

組
む
こ
と
。「
指
針
」
の
各
文
章
の
文

末
は
「
必
要
」「
期
待
」「
考
え
ら
れ
る
」

の
３
段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、
優
先
度

の
目
安
に
な
る
が
【
図
表
４
】、「
必
要
」

の
項
目
の
み
を
実
行
し
て
も
、Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
の
歯
車
は
回
ら
な
い
。
例
え
ば
、
明

確
な
学
修
目
標
の
設
定
が
な
い
ま
ま
、

学
修
成
果
の
可
視
化
の
た
め
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
も
、
出
た
デ
ー
タ
の

使
い
よ
う
が
な
い
。
求
め
ら
れ
る
の
は

あ
く
ま
で
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」。
自
学

に
と
っ
て
本
当
に
「
必
要
」
な
項
目
に

つ
い
て
、
項
目
同
士
の
連
携
を
意
識
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
だ
。

　
ち
な
み
に
今
号
で
取
材
し
た
５
大
学

の
取
り
組
み
状
況
を
見
る
と
、
や
や
手

薄
だ
っ
た
の
が
「
望
ま
し
い
教
職
員
像

の
定
義
と
共
有
」「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層

へ
の
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
」「
Ｄ
Ｐ
達
成
状
況
を

学
生
が
語
れ
る
よ
う
に
す
る
」
な
ど

だ
っ
た
。
前
者
２
つ
の
人
材
育
成
に
つ

い
て
は
、
学
生
へ
の
教
育
と
同
様
、
職

能
開
発
の
新
た
な
し
く
み
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
後
者
の
「
学
生
が

語
れ
る
よ
う
に
す
る
」
に
つ
い
て
は
、

東
北
公
益
文
科
大
学
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
も
と
に
年
２
回
の
面
談
を
実
施
、
関

西
大
学
で
は
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
形
式

で
達
成
度
を
学
生
に
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ

自
覚
を
促
す
工
夫
を
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、「
指
針
」
の
内
容
が
自
学
で

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
読
む
と
よ
い
だ
ろ
う
。Ⅰ
〜

Ⅴ
の
各
フ
ェ
ー
ズ
に
は
、
成
功
例
と
、

あ
り
が
ち
な
課
題
が
書
か
れ
て
い
る
。

で
き
て
い
な
い
こ
と
や
思
い
当
た
る
課

題
に
つ
い
て
、
対
処
を
考
え
た
い
。

　「
指
針
」
の
「
概
要
」、
い
わ
ゆ
る
ポ

ン
チ
絵
【
図
表
３
】
に
つ
い
て
は
、
学

位
プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ベ
ル
の
歯
車
の
大
き

さ
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
レ
ベ
ル
の
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
が
回
る
と
、授
業
科
目
レ
ベ
ル
、

大
学
全
体
レ
ベ
ル
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
も
回
る

こ
と
を
示
す
。
こ
の
こ
と
か
ら「『
指
針
』

は
特
に
学
部
長
に
読
ん
で
ほ
し
い
」と
、

作
成
委
員
を
務
め
た
共
愛
学
園
前
橋
国

際
大
学
の
大
森
学
長
は
言
う
。
東
邦
大

学
は
こ
の
レ
ベ
ル
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
重
視

し
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
型
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
学
部
ご
と
に
設
け
て
い
る
。

　
読
み
進
む
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問

が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。多
く
の
場
合
、「
指

針
」
作
成
過
程
の
議
論
に
答
え
が
あ
る
。

「
指
針
」
の
「
は
じ
め
に
」「
お
わ
り
に
」

や
、
   ＊3
　教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
別
委
員

会
の
議
事
録
が
参
考
に
な
る
。
ま
た
、

現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
   ＊3
　質
保
証
シ
ス

テ
ム
部
会
の
議
事
録
も
読
む
と
、
今
後

求
め
ら
れ
る
方
向
性
が
わ
か
る
。

　
文
科
省
は
   ＊3
　事
例
集
や
解
説
動
画
も

公
開
し
て
い
る
の
で
参
考
に
し
た
い
。

　「
指
針
」
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
い

の
で
、
実
行
す
る
項
目
や
方
法
は
大
学

　
ま
ず
、「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
各

部
局
の
取
り
組
み
の
集
大
成
」（
大
森

学
長
）
な
の
で
、
全
部
局
と
連
携
が
取

れ
る
組
織
で
あ
る
こ
と
が
条
件
。
教
務

だ
け
、Ｉ
Ｒ
だ
け
、
と
い
う
体
制
は
あ

り
得
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
実
際
に
教

育
改
善
に
取
り
組
む
実
務
者
レ
ベ
ル
の

メ
ン
バ
ー
を
入
れ
る
こ
と
。
例
え
ば
東

北
公
益
文
科
大
学
で
は
、
実
行
計
画
を

各
セ
ン
タ
ー
が
担
う
だ
け
で
な
く
、
自

己
点
検
シ
ー
ト
の
作
成
に
極
力
多
く
の

教
職
員
が
関
わ
る
こ
と
で
、
全
教
職
員

の
参
画
を
促
し
て
い
る
。

　
組
織
の
形
態
は
、
新
規
組
織
の
設
置

と
既
存
組
織
の
活
用
、
ど
ち
ら
も
一
長

一
短
あ
る
。
新
規
の
場
合
は
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
型
の
Ｗ
Ｇ
を
勧
め
た
い
。
組

織
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
が
明
確
だ
か

ら
だ
。
そ
の
際
は
実
務
者
レ
ベ
ル
の
教

レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
役
立
つ
。
実
際
、
学

修
成
果
の
一
部
で
あ
る
汎
用
的
能
力
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
を
前
に
、
学
生
と

教
員
が
面
談
す
る
大
学
も
あ
る
。

　
ま
た
、
東
邦
大
学
医
学
部
は
、
学
生

が
教
育
上
の
要
望
を
大
学
に
提
言
す
る

「
学
生
教
育
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い

る
。
各
学
年
の
代
表
学
生
が
月
１
回
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
担
当
の
教
員
に
授

業
内
容
や
科
目
編
成
へ
の
要
望
を
提

言
。
学
生
と
教
員
が
一
緒
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
つ
く
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

ち
な
み
に
欧
州
で
は
認
証
評
価
機
関
に

学
生
が
参
画
す
る
こ
と
が
一
般
的
だ
。

　
学
修
成
果
の
可
視
化
が
教
学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
要
と
は
い
え
、
い
き
な
り
そ

こ
か
ら
始
め
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
導
入

し
て
も
、目
的
が
不
明
で
あ
れ
ば
、デ
ー

タ
を
見
て
お
し
ま
い
、に
な
り
が
ち
だ
。

途
中
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら
始
め
る
と
、
取

り
組
み
同
士
の
つ
な
が
り
が
な
い
た

め
、結
果
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
な
ら
な
い
。

回
り
道
の
よ
う
で
も
、「
指
針
」
で
言

え
ば
Ⅰ
の
「
Ｄ
Ｐ
を
起
点
と
し
た
学
修

目
標
の
具
体
化
」
か
ら
進
め
よ
う
。

　
そ
も
そ
も
Ｄ
Ｐ
自
体
に
課
題
が
あ
る

大
学
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
東
邦
大

学
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
作
成
の

た
め
に
各
学
部
で
Ｄ
Ｐ
を
能
力
別
に
分

解
・
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
抽
象
的
で
測

定
が
難
し
か
っ
た
り
、
内
容
が
重
複
し

た
り
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
け
た
と
い

う
。Ｄ
Ｐ
は
構
成
員
全
員
が
め
ざ
す
目
標

な
の
で
、
こ
れ
が
妥
当
な
も
の
と
し
て

教
職
員
、
学
生
に
共
有
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
進
め
ら

れ
な
い
。「
指
針
」
と
、
取
材
し
た
大
学

の
取
り
組
み
を
基
に
し
た
進
め
方
の
手

順
を
【
図
表
８
】
に
ま
と
め
た
。
前
の

ス
テ
ッ
プ
の
取
り
組
み
を
次
の
ス
テ
ッ

プ
で
活
用
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
１
つ
ず
つ
着
実
に
進
め
よ
う
。

　
コ
ツ
の
１
つ
は
、ビ
ッ
グ
ワ
ー
ド（
い

ろ
い
ろ
な
意
味
を
内
包
す
る
抽
象
的
な

言
葉
）
を
使
わ
な
い
こ
と
。
人
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
で
き
て
し
ま

い
、
測
定
が
し
に
く
い
か
ら
だ
。
あ
る

程
度
の
共
通
理
解
が
で
き
る
言
葉
ま
で

具
体
化
、
細
分
化
し
よ
う
。「
学
士
力
」

「
社
会
人
基
礎
力
」
な
ど
が
参
考
に
な

る
。
東
北
公
益
文
科
大
学
の
よ
う
に
、

就
職
先
の
企
業
１
５
０
社
に
聞
い
た
、

入
社
段
階
で
必
要
な
力
を
参
考
に
、
４

つ
の
Ｄ
Ｐ
を
22
の
学
修
目
標
に
分
解
す

る
手
法
も
あ
る
【
図
表
９
】。

　
も
う
１
つ
の
コ
ツ
は
、
一
文
に
入
れ

る
能
力
要
素
を
少
な
く
す
る
こ
と
。
複

数
の
能
力
要
素
を
入
れ
る
と
、
測
定
対

象
が
ぼ
や
け
て
し
ま
う
。
１
つ
の
Ｄ
Ｐ

を
分
解
し
、
具
体
的
な
学
修
目
標
を
複

数
設
定
す
る
整
理
の
し
か
た
（
Ｄ
Ｐ
１

－

１
、
２
、
３
／
Ｄ
Ｐ
２

－

１
、
２
、

３
…
）
が
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
も
、
ま
ず
は
教
学
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
現
場

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
だ
。
執
行

部
に
と
っ
て
は
中
長
期
計
画
、
認
証
評

価
と
い
っ
た
〝
大
目
標
〞
が
教
学
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
動
機
と
な
る
が
、
大

き
す
ぎ
る
目
標
は
、
現
場
の
教
員
に
は

現
実
感
が
乏
し
い
。Ｑ
６
で
述
べ
た
よ

う
に
、
統
括
組
織
に
実
務
者
レ
ベ
ル
の

教
員
を
含
め
、
大
目
標
を
中
目
標
、
小

目
標
に
細
分
化
し
て
現
場
に
伝
え
る
役

を
果
た
し
て
も
ら
う
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　
特
に
大
規
模
大
学
は
足
並
み
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
一
部
の
学
部
か
ら
、
徐
々
に

広
げ
る
手
法
も
有
効
だ
。
関
西
大
学
は

Ｉ
Ｒ
が
提
供
す
る
デ
ー
タ
の
活
用
を
、

賛
同
が
得
ら
れ
た
学
部
・
学
科
か
ら
開

始
。
利
点
が
知
ら
れ
る
に
つ
れ
、学
部
・

学
科
か
ら
の
分
析
、
デ
ー
タ
活
用
の
依

頼
が
増
え
て
い
る
。

　
大
学
全
体
レ
ベ
ル
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
は
、
職
員
の
活
躍
が
不
可
欠
だ
。
東

邦
大
学
で
は
統
括
組
織
に
各
部
局
の
状

況
を
報
告
し
適
宜
調
整
を
促
し
た
り
、

よ
い
取
り
組
み
は
他
の
学
部
に
も
共
有

し
た
り
す
る
ほ
か
、Ｄ
Ｐ
な
ど
を
整
理

す
る
統
一
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
各
部
に
提

供
し
、
全
学
部
の
レ
ベ
ル
を
整
え
る
努

力
を
し
て
い
る
。【
図
表
10
】
の
解
決

ア
イ
デ
ア
例
も
参
考
に
さ
れ
た
い
。

　
参
加
す
る
こ
と
で
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
速
度
と
質
が
上
が
る
研
修
、
つ
ま

り
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
自
学
の
具

体
的
な
課
題
解
決
や
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

目
的
と
し
た
内
容
、
設
計
に
す
る
こ
と

が
大
切
だ
。
実
施
す
る
こ
と
自
体
が
目

的
の
研
修
や
、
知
識
イ
ン
プ
ッ
ト
の
勉

強
会
で
は
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
。

　
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
は
Ｆ
Ｄ
と

し
て
、
実
際
に
使
う
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

作
成
し
た
。
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
１

ス
テ
ッ
プ
進
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
教
員

の
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
そ
の
も
の
へ
の

理
解
が
進
ん
で
コ
ミ
ッ
ト
が
高
ま
る
な

ど
、
一
石
何
鳥
も
の
効
果
が
あ
っ
た
と

い
う
。「
こ
れ
か
ら
の
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
は
、Ｄ

Ｐ
達
成
の
た
め
の
人
材
育
成
の
一
環
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
だ
」（
大
森
学
長
）。

　
上
手
に
活
用
す
れ
ば
、
学
修
者
本
位

の
教
育
に
向
け
た
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
し
や
す
く
な
る
。
例
え
ば
現
状
の
可

視
化
は「
結
果
」が
中
心
で
、学
修
の「
過

程
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
の
が
難
し

い
が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
う
と
遠
隔

授
業
の
視
聴
時
間
や
図
書
館
の
入
退
室

時
間
な
ど
、「
過
程
」
で
あ
る
学
生
の
行

動
デ
ー
タ
が
取
得
可
能
だ
。
結
果
と
過

程
を
セ
ッ
ト
で
分
析
す
る
こ
と
で
、
個

別
最
適
な
学
び
を
実
現
し
や
す
く
な
る
。

学
生
一
人
ひ
と
り
の
観
察
が
難
し
い
大

規
模
大
学
で
は
特
に
有
効
だ
ろ
う
。

　
あ
る
い
は
一
部
の
教
職
員
し
か
持
た

な
い
専
門
技
術
を
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
れ

ば
、
そ
の
専
門
性
が
組
織
全
体
の
も
の

と
な
る
。
例
え
ば
金
沢
工
業
大
学
は
、

Ｉ
Ｒ
が
提
供
す
る
デ
ー
タ
を
基
に
教
職

員
が
学
生
の
修
学
や
進
路
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
し
く
み
に
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
て
い
る
。

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
学
生
の
発
見
や

デ
ー
タ
の
解
釈
、
助
言
の
し
か
た
は
個

人
差
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
精
度
を
Ａ
Ｉ

に
よ
っ
て
標
準
化
す
る
の
が
狙
い
だ
。

　
加
え
て
同
大
学
で
は
、ｅ
シ
ラ
バ
ス

の
活
用
に
よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
し
く
み
を
整
え
て
い

る
。
シ
ラ
バ
ス
は
全
教
員
、
全
学
生
に

開
放
し
、
適
宜
科
目
担
当
者
が
授
業
を

よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
情
報
や
コ
ン
テ

ン
ツ
を
追
加
入
力
し
て
い
る
。
こ
れ
ぞ

究
極
の
「
み
ん
な
で
回
す
教
学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」の
一
つ
の
形
と
言
え
そ
う
だ
。

　
コ
ロ
ナ
下
で
の
教
育
の
混
乱
に
よ
る

一
部
学
生
等
の
不
満
が
マ
ス
コ
ミ
で
報

道
さ
れ
、
大
学
教
育
に
つ
い
て
社
会
の

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
今
こ
そ
自
学

の
教
育
力
を
積
極
的
に
広
報
し
た
い
。

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
え
ば
、
期
待

通
り
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
現
実

も
見
え
て
く
る
。
そ
の
と
き
、
事
実
を

隠
さ
ず
、
改
善
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン

と
共
に
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
公
表
す
べ

き
だ
。
プ
ラ
ス
面
ば
か
り
を
恣
意
的
に

選
ん
で
紹
介
す
る
よ
り
社
会
に
好
感
を

持
た
れ
る
だ
ろ
う
。
金
沢
工
業
大
学
は

退
学
率
の
推
移
、
海
外
研
修
利
用
者
の

少
な
さ
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報

も
含
め
、Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
で
多
様
な

教
育
情
報
を
公
開
し
て
い
る
。「
要
改

善
点
も
含
め
て
オ
ー
プ
ン
に
し
な
い

と
、
社
会
か
ら
の
信
頼
を
得
ら
れ
ず
、

本
学
の
教
育
の
柱
で
あ
る
産
学
連
携
が

成
立
し
な
い
」
と
の
理
由
か
ら
だ
。

　
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
や
、
東
北

公
益
文
科
大
学
の
よ
う
に
、
定
員
未
充

足
に
陥
っ
た
際
、
自
学
の
教
育
を
真
摯

に
見
直
し
、
成
果
を
積
極
的
に
高
校
に

伝
え
続
け
る
こ
と
が
、
学
生
募
集
の
安

定
化
に
つ
な
が
っ
た
例
も
あ
る
。
学
生

募
集
の
み
な
ら
ず
、
今
後
大
学
に
は
、

地
域
や
企
業
と
共
に
社
会
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
情

報
公
表
は
社
会
と
の
連
携
の
ベ
ー
ス
と

な
る
手
段
だ
。
社
会
に
と
っ
て
価
値
の

あ
る
教
育
を
求
め
、
改
善
し
続
け
る
機

関
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
。

＊1 文部科学省中央教育審議会「学士課程教育の構築に向けて（答申）」（2008年）

＊1 文部科学省「平成30年度の大学における教育内容等の改革状況について」（2020年）
＊2 文部科学省会議専用チャンネル。リンクは質保証システム部会Webサイトの「開催案内」を参照

大
方
針

2

取
り
組
み
は
必
須
？

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
か
？

教
育
機
関
と
し
て
社
会
で
存

続
す
る
た
め
に
必
須
。
経
営
上
の

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

A3

コ
ロ
ナ
対
応
で
忙
し
い

今
、や
る
べ
き
こ
と
か
？

学
内
外
の
素
地
が
整
っ
て
き

た
今
こ
そ
や
る
べ
き
。

A
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特集  みんなで回そう！ 教学マネジメント

「
指
針
」と
ど
う
向
き
合
う
か
？

ど
ん
な
体
制
で
進
め
る
か
？

＊文部科学省資料を基に作成＊文部科学省資料を基に作成

レベル

Ⅳマネジメント基盤

Ⅲ成果の可視化

Ⅱ教育課程

Ⅳマネジメント基盤

Ⅲ成果の可視化

Ⅱ教育課程

Ⅰ学修目標

Ⅴ情報公表

Ⅳマネジメント基盤

Ⅲ成果の可視化

Ⅱ教育課程

Ⅰ学修目標

取り組み 考えられる

【図表3】「教学マネジメント指針」概要【図表4】レベル×優先度による「教学マネジメント指針」の主な内容整理

「卒業認定・学位授与の方針」（DP）、「教育課程編成・実施の方針」（CP）、「入学者受け入れの方針」（AP）

学位プログラム共通
の考え方や尺度（ア
セスメントプラン）に
則り、大学教育の成
果を点検・評価。

学長のリーダーシップの下、学位プログラム毎に、以下のような教学マネジメントを確立することが求められる。

教学マネジメントの確立に当たって最も重要なものであり、学修者本位の教育の質の向上を図るための出発点

▶学生の学修目標および卒業生に最低限備わっている能力の保証として機能するよう、ＤＰを具体的かつ明確に設定

▶明確な到達目標を有する個々の授業科目が学位プログラムを支える構造となるよう、体系的・組織的に教育課程を編成
▶授業科目の過不足、各授業科目の相互関係、履修順序や履修要件について検証が必要
▶密度の濃い主体的な学修を可能とする前提として、授業科目の精選・統合のみならず、同時に履修する授業科
　目数の絞り込みが求められる
▶学生・教員の共通理解の基盤や成績評価の基点として、シラバスには適切な項目を盛り込む必要

▶DPに沿った学修者本位の教育を提供するために必要な望ましい教職員像を定義
▶対象者の役職・経験に応じた適切かつ最適なＦＤ・ＳＤを、教育改善活動としても位置付け、組織的かつ体系的に実施
▶教学マネジメントの基礎となる情報収集基盤である教学ＩＲの学内理解や、必要な制度整備・人材育成を促進

「大学全体」
レベル

三つの
方針

Ⅰ 「三つの方針」を通じた学修目標の具体化

Ⅱ 授業科目・教育課程の編成・実施

Ⅳ 

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
え
る
基
盤

  

（
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
、教
学
Ｉ
Ｒ
）

「学位プログラム」レベル

社会からの信頼と支援積極的な説明責任

「授業科目」
レベル
ルーブリック、ＧＰＡ、
学修ポートフォリオ

Ⅰ～Ⅴの取り組みを、
大学全体、学位プロ
グラム、授業科目の
それぞれのレベルで
実施しつつ、全体と
して整合性を確保。

シラバス、カリキュラムマップ、カリキュ
ラムツリー、ナンバリング、キャップ制、
週複数回授業、アクティブ・ラーニン
グ、主専攻・副専攻

▶一人一人の学生が自らの学修成果を自覚し、エビデンスと共に説明できるようにするとともに、DPの見直しを含む
　教育改善にもつなげてゆくため、複数の情報を組み合わせて多元的に学修成果・教育成果を把握・可視化
▶大学教育の質保証の根幹、学修成果・教育成果の把握・可視化の前提として成績評価の信頼性を確保

Ⅲ 学修成果・教育成果の把握・可視化

項目の例は
別途整理

▶各大学が学修者本位の観点から教育を充実するうえで、学修成果・教育成果を自発的・積極的に公表していくことが必要
▶地域社会や産業界、大学進学者といった社会からの評価を通じた大学教育の質の向上を図るうえでも情報公表は重要
▶積極的な説明責任を果たすことで、社会からの信頼と支援を得るという好循環の形成が求められる

Ⅴ 情報公表

期待必要
学位プログラム共通の考え方や基準で点検・評価／評価
方法の策定

編成・実施の大学全体のレベルで組織的に行う

GPAの信頼性の確保のため算定方法や分布状況を公表

マネジメント層へのＦＤ・ＳＤ／望ましい教職員像の策定／外
部との連携によるＦＤ・ＳＤの機会提供・環境づくり／教学ＩＲ
の環境整備／教学ＩＲに必要な学内の各種データを体系的
かつ効率的に収集・分析できる運用の確立

義務付けされた情報公表への適切な対応／ＤＰ達成状況を
学生、大学が語れるようにし、改善に活用／学外者にわかり
やすく表現／適切な体制を整え情報収集／大学全体や情
報間の整合性ある情報の取り扱い／広く周知を図る

学位プログラム全体で実施／ＤＰとの関係が明らかでない
科目の見直しや取りやめ／ナンバリングの実施／教員、職
員、専門スタッフによるきめ細かな履修指導／シラバスの記
載項目設定やＤＰと科目の到達目標の関係の確認／登録
単位数の上限や科目で必要な学修時間の見直し

ＡＬの適切な活用／シラバスで科目の到達目標を明確に示
し、適切な成績評価を実施／シラバスに、講義の方法・内
容、計画、成績評価基準、事前事後に必要な学修内容、ＤＰ
と科目の関係を盛り込む

各科目で厳格かつ公正で透明な成績評価／成績評価結果
等の分布をふまえた授業改善

望ましい資質・能力を身に付けるためのＦＤ・ＳＤ／ＤＰとの関
係からのマクロな観点と、学生の参加意欲や興味・関心から
のミクロな観点からの両方から科目の検証・改善

複数教員分担による科目の成績評価の平準化／成績評価
が意図通りか点検／ＧＰＡを多様な用途で活用／学生の成
長実感などの情報も組み合わせた包括的な資質・能力評価

学部長等へのＦＤ・ＳＤ／教職員の経験等に応じた体系的
なＦＤ・ＳＤの機会提供／学位プログラム単位での必要な情
報収集と、教学ＩＲ部門への重点項目の指示

具体的・明確で客観的に評価できる目標設定／学修者と社
会のニーズをふまえた目標設定／新たなニーズを自ら定義し
創出する姿勢

外部評価の活用

教育改善を進める全学的な組織の整備

教員対象と職員対象の研修の一体化

他大学との比較をベンチマークとして提示／問い合わせに
対応する職員の配置／大学ポートレートの活用／多言語の
使用

教育課程について外部意見収集／教育課程部門を超えた
修学支援体制の構築／教員間でのシラバスチェック／
キャップ制の適用除外運用

ＴＡによる学修支援／到達目標は「学生は、～することができ
る」といった形式で記述し、達成状況を客観的に評価

ＤＰと関連の深い科目に絞って直接的な評価を実施

さまざまな手法から最適な手法を選んでＦＤ・ＳＤを実施

ＤＰの達成状況をわかりやすく示す／学生が自らの学修成果を
社会に示す／直接的な手法での評価（特に卒業研究）／ＤＰと
関連の深い科目に絞り直接評価による負担を軽減／学修時間
は前提条件、就職率等は社会からの評価として見る／中退率
は、他の情報と組み合わせて見る／学修ポートフォリオの活用

資質・能力を「学生は、～することができる」で記述

学位の名称にふさわしい目標かの確認／大学全体の３ポ
リシー策定

大学全体で厳格な成績評価の実施／大学としての考え方
を内外に示す／可視化に用いる情報の自主的な策定・開発

教職員の能力開発を担当する組織の構築・運用・専門人材
の確保・育成／外部機関の活用や大学間連携によるＩＲ事
務の共同処理

適切な分析・解説などを加える／利用者の便宜を図る／海
外へも公表

学生の学修の幅が広がる教育課程の工夫

重点科目の評価設計は学位プログラム全体で通用する評
価とする

授業評価アンケートを授業改善の基礎資料として定着させ、
ＩＲの必要性を高める

さまざまな情報の組み合わせによるＤＰの達成状況の評価
／適切な学生へのフィードバック

専門分野を超えた幅広い資質・能力を目標に設定／客観性
の確保／外部ノウハウの活用

日常的な点検／外部ノウハウの取り入れ

大
学
全
体

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

授
業
科
目

A 

〝
掲
げ
て
い
る
だ
け
〞
の
Ｄ
Ｐ

に
し
な
い
た
め
の
し
く
み
。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
（
以
下
、

「
指
針
」）
に
よ
る
定
義
は
、「
大
学
が

そ
の
教
育
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
行

う
管
理
運
営
」。
教
育
は
大
学
の
最
重

要
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、「
自
ら
の
責

任
で
自
大
学
の
諸
活
動
に
つ
い
て
点

検
・
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と

に
改
革
・
改
善
に
努
め
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
そ
の
質
を
自
ら
保
証
す
る
」
と
い

う
内
部
質
保
証
の
有
効
な
手
段
、
そ
れ

が
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
。

　「
指
針
」の
記
述
を
よ
り
具
体
的
な
言

葉
に
す
る
と
、「
デ
ィ
プ
ロ
マ・ポ
リ
シ
ー

（
Ｄ
Ｐ
）
等
の
教
育
目
標
を
適
切
に
設

定
し
て
達
成
度
を
測
定
し
、
測
定
結
果

に
応
じ
た
改
善
活
動
を
行
う
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
流
れ
を
公
表
す
る
こ
と
」
と

な
ろ
う
。
こ
の
し
く
み
が
な
け
れ
ば
、

Ｄ
Ｐ
は
〝
た
だ
掲
げ
て
い
る
だ
け
〞
だ
。

　「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
答
申
」
で
掲

げ
ら
れ
た
「
学
修
者
本
位
の
教
育
へ
の

転
換
」
の
実
現
に
向
け
て
も
教
学
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
将

来
予
測
が
困
難
な
時
代
に
向
け
て
大
学

は
、
卒
業
後
も
常
に
学
び
続
け
る
自
律

的
な
学
修
者
を
育
て
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
学
修
者
本
人
が
、

何
が
身
に
付
い
た
の
か
を
実
感
で
き
る

し
く
み
が
必
要
、
と
い
う
わ
け
だ
。

　
調
査
に
よ
れ
ば
、
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

の
達
成
状
況
を
点
検
・
評
価
す
る
大
学

は
約
８
割
に
上
る
が
、
評
価
尺
度
ま
で

定
め
た
大
学
は
半
数
以
下
【
図
表
１
】。

教
学
の
質
保
証
は
道
半
ば
と
い
う
現
状

が
、「
指
針
」
作
成
の
背
景
に
は
あ
る
。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
に
法
的

義
務
は
な
い
が
、
内
部
質
保
証
の
有
効

な
手
段
で
あ
る
な
ど
、
教
育
の
改
善
に

は
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み
だ
。

　
経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
回
す
こ
と
に
よ
り
科
目
の
再
編

や
教
育
手
法
の
改
善
が
し
や
す
く
な

る
。「
社
会
が
変
化
す
る
中
、
人
材
輩

出
機
関
と
し
て
、
変
化
に
応
じ
た
教
育

を
行
う
し
く
み
と
し
て
必
然
」（
金
沢

工
業
大
学
大
澤
学
長
）。
ま
た
こ
れ
に

取
り
組
む
こ
と
自
体
が
、
教
職
員
の
仕

事
へ
の
目
的
意
識
を
高
め
、
自
律
的
な

改
善
行
動
を
促
す
と
い
う
「
参
画
意
識

や
組
織
力
の
向
上
」（
共
愛
学
園
前
橋

国
際
大
学
大
森
学
長
）に
も
つ
な
が
る
。

　
社
会
に
説
明
責
任
を
果
た
す
意
味
で

も
必
要
な
取
り
組
み
だ
。「
指
針
」
の

作
成
過
程
で
も
「
企
業
は
社
会
か
ら
認

め
ら
れ
る
た
め
に
決
算
公
告
な
ど
の
情

報
公
開
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。
税
金

に
支
え
ら
れ
て
い
る
大
学
は
、
企
業
以

上
に
情
報
公
開
を
進
め
る
べ
き
」
と
の

企
業
人
委
員
か
ら
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　
情
報
公
表
に
よ
り
得
ら
れ
た
社
会
か

ら
の
信
頼
は
、
学
生
募
集
に
も
好
影
響

を
与
え
る
。
東
北
公
益
文
科
大
学
は
、

地
域
志
向
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
過

程
や
成
果
、
在
学
生
の
成
長
の
様
子
な

ど
を
発
信
し
、
高
校
か
ら
の
信
頼
を
獲

得
。
定
員
未
充
足
か
ら
脱
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
期
せ
ず
し
て
、
教
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
契
機
を
大
学
に
与

え
て
い
る
。
ま
ず
、
授
業
は
教
員
の
も

の
と
い
う
〝
聖
域
〞
の
開
放
。
コ
ロ
ナ

禍
で
始
ま
っ
た
遠
隔
授
業
は
職
員
の
支

援
や
他
教
員
と
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
。
授
業
手
法
も

多
様
化
し
た
今
こ
そ
、
教
職
協
働
の
新

た
な
教
育
の
形
に
取
り
組
む
時
機
だ
。

　
次
に
、
教
育
効
果
の
比
較
タ
イ
ミ
ン

グ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
遠
隔
授
業
と

そ
れ
以
前
の
対
面
授
業
と
の
間
に
、
ど

職
員
を
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
ご
と
の
設
置
が
理
想
的
だ
。

　
常
設
の
委
員
会
で
担
う
場
合
、
組
織

づ
く
り
の
労
力
は
不
要
な
反
面
、
既
存

の
業
務
よ
り
優
先
順
位
が
下
が
っ
た
り
、

輪
番
制
だ
と
思
い
切
っ
た
改
革
に
取
り

組
み
に
く
い
傾
向
が
あ
る
。た
だ
し「
規

模
が
小
さ
く
て
も
既
存
組
織
で
い
っ
た

ん
取
り
組
み
、
教
育
改
善
の
実
績
を
つ

く
っ
て
か
ら
、
新
た
な
組
織
や
予
算
を

つ
け
た
ほ
う
が
浸
透
し
や
す
い
」（
関

西
大
学
）
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

　
認
証
評
価
に
向
け
て
「
内
部
質
保
証

委
員
会
」
を
新
設
す
る
場
合
は
注
意
が

必
要
だ
。
既
存
の
教
学
系
組
織
と
の
役

割
分
担
が
明
確
で
な
い
と
、
名
ば
か
り

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
現
場
が
混
乱

し
た
り
す
る
か
ら
だ
。

　
な
お
、
取
材
し
た
５
大
学
も
そ
れ
ぞ

れ
の
組
織
文
化
に
よ
り
体
制
は
異
な

る
。【
図
表
５
】
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

　
今
号
の
取
材
対
象
者
の
多
く
が
、「
教

学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
門
家
は
存
在
し

な
い
だ
ろ
う
」
と
口
を
そ
ろ
え
た
。
そ

し
て
同
じ
く
よ
く
聞
か
れ
た
の
が
「
専

門
性
よ
り
、
推
進
力
の
方
が
重
要
」
と

の
声
だ
。
学
修
成
果
の
デ
ー
タ
分
析
も

単
純
な
ク
ロ
ス
集
計
程
度
で
も
、
議
論

の
種
は
十
分
に
つ
く
れ
る
。
障
壁
は
む

し
ろ
、「
考
え
方
が
浸
透
し
な
い
」「
協

力
が
得
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た
組
織
に

関
す
る
問
題
の
よ
う
だ
。
な
お
取
り
組

み
が
先
行
す
る
大
学
は
、
自
学
の
組
織

文
化
に
通
じ
、
こ
と
が
ス
ム
ー
ズ
に
運

ぶ
よ
う
に
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

職
員
の
活
躍
が
め
だ
つ
。

　
成
蹊
大
学
は
「
自
学
に
な
い
ノ
ウ
ハ

ウ
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の
都
度
、
他

大
学
や
企
業
を
頼
っ
て
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
を

行
う
」
と
の
考
え
だ
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

作
成
に
困
っ
た
ら
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
困
っ
た
ら
テ
ス
ト
理

論
の
専
門
家
を
招
聘
し
、
そ
の
知
見
を

議
論
の
き
っ
か
け
と
す
れ
ば
よ
い
。

　
Ｄ
Ｐ
の
達
成
は
、授
業
だ
け
で
な
く
、

入
学
前
の
学
生
募
集
か
ら
課
外
活
動
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
至
る
ま
で
、
大
学
の

全
運
営
活
動
の
集
大
成
だ
。そ
れ
ゆ
え
、

職
員
の
参
画
な
き
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
あ
り
え
な
い
と
断
言
し
た
い
。
こ
こ

で
は
、
特
に
Ｑ
７
で
も
紹
介
し
た
推
進

力
と
な
る
職
員
の
役
割
に
つ
い
て
、
取

材
を
基
に
紹
介
す
る
【
図
表
６
】。

　
①
情
報
を
収
集
、
分
析
し
、
教
員
に

共
有
す
る
役
割
。
東
邦
大
学
で
は
学
長

室
の
職
員
が
学
長
の
意
向
を
く
み
取

り
、
文
部
科
学
省
の
委
員
会
の
ネ
ッ
ト

配
信
や
議
事
録
を
聴
講
、
各
学
部
に
共

有
し
て
い
る
。「
指
針
」
へ
の
教
員
の

疑
問
な
ど
も
職
員
が
対
応
し
て
い
る
。

　
他
大
学
の
先
行
事
例
の
収
集
も
重
要

だ
。
教
員
は
授
業
の
プ
ロ
だ
が
教
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
で
は
な
い
の
で
、

職
員
の
知
見
が
取
り
組
み
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
と
な
る
。「
自
学
の
あ
る
べ
き
姿

を
客
観
的
に
捉
え
る
た
め
に
も
、
自
学

で
全
て
を
賄
う
の
で
は
な
く
、
積
極
的

に
外
部
の
知
見
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

職
員
が
   ＊4
　大
学
Ｉ
Ｒ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

や
、
連
携
先
の
大
学
と
の
交
流
で
先
行

事
例
を
学
ん
で
い
る
」（
成
蹊
大
学
）。

　
②
Ｉ
Ｒ
の
役
割
。「
学
内
の
動
向
に

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
教
員
が
必
要

と
し
そ
う
な
デ
ー
タ
や
資
料
を
先
回
り

し
て
準
備
し
て
い
る
。ま
た
日
常
的
に
、

デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
教
員
と
意
見
を
交
換
し
て
い
る
」（
関

西
大
学
、
成
蹊
大
学
）。

　
③
学
部
・
学
科
間
、
部
署
間
の
連
携
・

調
整
を
す
る
役
割
。
特
に
大
規
模
大
学

に
お
い
て
は
、
他
の
学
部
や
部
署
に
お

け
る
先
行
事
例
を
紹
介
す
る
と
い
っ

た
、部
局
を
横
断
す
る
役
割
が
重
要
だ
。

　
な
お
、
職
員
に
こ
う
し
た
活
躍
の
場

を
用
意
し
、
職
員
と
協
働
す
る
よ
う
教

員
に
促
す
の
は
ト
ッ
プ
の
仕
事
だ
。「
執

行
部
が
教
職
協
働
の
体
制
で
な
け
れ

ば
、
現
場
に
教
職
協
働
を
命
じ
て
も
効

果
は
な
く
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
な

し
得
な
い
」（
大
学
行
政
管
理
学
会
杉

原
氏
）。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
究
極
の
目
的

は
、
学
生
が
学
修
成
果
を
把
握
し
、
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
し
て
成
長
す
る
し
く

み
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
れ
が
で
き
て
い

る
か
を
学
生
に
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
手
法
は
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト

が
一
般
的
だ
が
、
学
生
が
自
身
の
能
力

の
伸
長
／
不
足
を
示
す
エ
ビ
デ
ン
ス

（
＝
自
己
評
価
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
）

を
基
に
、
受
け
た
教
育
に
つ
い
て
述
べ

る
形
の
聴
取
の
ほ
う
が
、
彼
ら
の
リ
フ

れ
だ
け
質
や
成
果
の
差
が
あ
る
の
か

は
、検
証
に
足
る
テ
ー
マ
で
は
な
い
か
。

　
社
会
が
大
学
教
育
に
注
目
し
て
い
る

点
も
見
逃
せ
な
い
。
休
校
措
置
や
授
業

方
式
の
変
更
等
に
よ
り
、
学
生
や
保
護

者
の
不
満
が
報
道
さ
れ
た
。
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
内
容
と
は
い
え
、
大
学
の
教
育
が

世
間
か
ら
注
目
を
集
め
る
こ
と
は
そ
う

そ
う
な
い
。
注
目
が
高
い
今
こ
そ
、
教

育
改
善
の
ア
ピ
ー
ル
に
適
し
て
い
る
。

に
よ
っ
て
違
っ
て
い
い
。肝
心
な
の
は
、

項
目
同
士
の
関
連
性
を
意
識
し
て
取
り

組
む
こ
と
。「
指
針
」
の
各
文
章
の
文

末
は
「
必
要
」「
期
待
」「
考
え
ら
れ
る
」

の
３
段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、
優
先
度

の
目
安
に
な
る
が
【
図
表
４
】、「
必
要
」

の
項
目
の
み
を
実
行
し
て
も
、Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
の
歯
車
は
回
ら
な
い
。
例
え
ば
、
明

確
な
学
修
目
標
の
設
定
が
な
い
ま
ま
、

学
修
成
果
の
可
視
化
の
た
め
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
も
、
出
た
デ
ー
タ
の

使
い
よ
う
が
な
い
。
求
め
ら
れ
る
の
は

あ
く
ま
で
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」。
自
学

に
と
っ
て
本
当
に
「
必
要
」
な
項
目
に

つ
い
て
、
項
目
同
士
の
連
携
を
意
識
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
だ
。

　
ち
な
み
に
今
号
で
取
材
し
た
５
大
学

の
取
り
組
み
状
況
を
見
る
と
、
や
や
手

薄
だ
っ
た
の
が
「
望
ま
し
い
教
職
員
像

の
定
義
と
共
有
」「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層

へ
の
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
」「
Ｄ
Ｐ
達
成
状
況
を

学
生
が
語
れ
る
よ
う
に
す
る
」
な
ど

だ
っ
た
。
前
者
２
つ
の
人
材
育
成
に
つ

い
て
は
、
学
生
へ
の
教
育
と
同
様
、
職

能
開
発
の
新
た
な
し
く
み
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
後
者
の
「
学
生
が

語
れ
る
よ
う
に
す
る
」
に
つ
い
て
は
、

東
北
公
益
文
科
大
学
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
も
と
に
年
２
回
の
面
談
を
実
施
、
関

西
大
学
で
は
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
形
式

で
達
成
度
を
学
生
に
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ

自
覚
を
促
す
工
夫
を
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、「
指
針
」
の
内
容
が
自
学
で

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
読
む
と
よ
い
だ
ろ
う
。Ⅰ
〜

Ⅴ
の
各
フ
ェ
ー
ズ
に
は
、
成
功
例
と
、

あ
り
が
ち
な
課
題
が
書
か
れ
て
い
る
。

で
き
て
い
な
い
こ
と
や
思
い
当
た
る
課

題
に
つ
い
て
、
対
処
を
考
え
た
い
。

　「
指
針
」
の
「
概
要
」、
い
わ
ゆ
る
ポ

ン
チ
絵
【
図
表
３
】
に
つ
い
て
は
、
学

位
プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ベ
ル
の
歯
車
の
大
き

さ
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
レ
ベ
ル
の
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
が
回
る
と
、授
業
科
目
レ
ベ
ル
、

大
学
全
体
レ
ベ
ル
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
も
回
る

こ
と
を
示
す
。
こ
の
こ
と
か
ら「『
指
針
』

は
特
に
学
部
長
に
読
ん
で
ほ
し
い
」と
、

作
成
委
員
を
務
め
た
共
愛
学
園
前
橋
国

際
大
学
の
大
森
学
長
は
言
う
。
東
邦
大

学
は
こ
の
レ
ベ
ル
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
重
視

し
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
型
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
学
部
ご
と
に
設
け
て
い
る
。

　
読
み
進
む
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問

が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。多
く
の
場
合
、「
指

針
」
作
成
過
程
の
議
論
に
答
え
が
あ
る
。

「
指
針
」
の
「
は
じ
め
に
」「
お
わ
り
に
」

や
、
   ＊3
　教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
別
委
員

会
の
議
事
録
が
参
考
に
な
る
。
ま
た
、

現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
   ＊3
　質
保
証
シ
ス

テ
ム
部
会
の
議
事
録
も
読
む
と
、
今
後

求
め
ら
れ
る
方
向
性
が
わ
か
る
。

　
文
科
省
は
   ＊3
　事
例
集
や
解
説
動
画
も

公
開
し
て
い
る
の
で
参
考
に
し
た
い
。

　「
指
針
」
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
い

の
で
、
実
行
す
る
項
目
や
方
法
は
大
学

　
ま
ず
、「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
各

部
局
の
取
り
組
み
の
集
大
成
」（
大
森

学
長
）
な
の
で
、
全
部
局
と
連
携
が
取

れ
る
組
織
で
あ
る
こ
と
が
条
件
。
教
務

だ
け
、Ｉ
Ｒ
だ
け
、
と
い
う
体
制
は
あ

り
得
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
実
際
に
教

育
改
善
に
取
り
組
む
実
務
者
レ
ベ
ル
の

メ
ン
バ
ー
を
入
れ
る
こ
と
。
例
え
ば
東

北
公
益
文
科
大
学
で
は
、
実
行
計
画
を

各
セ
ン
タ
ー
が
担
う
だ
け
で
な
く
、
自

己
点
検
シ
ー
ト
の
作
成
に
極
力
多
く
の

教
職
員
が
関
わ
る
こ
と
で
、
全
教
職
員

の
参
画
を
促
し
て
い
る
。

　
組
織
の
形
態
は
、
新
規
組
織
の
設
置

と
既
存
組
織
の
活
用
、
ど
ち
ら
も
一
長

一
短
あ
る
。
新
規
の
場
合
は
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
型
の
Ｗ
Ｇ
を
勧
め
た
い
。
組

織
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
が
明
確
だ
か

ら
だ
。
そ
の
際
は
実
務
者
レ
ベ
ル
の
教

レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
役
立
つ
。
実
際
、
学

修
成
果
の
一
部
で
あ
る
汎
用
的
能
力
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
を
前
に
、
学
生
と

教
員
が
面
談
す
る
大
学
も
あ
る
。

　
ま
た
、
東
邦
大
学
医
学
部
は
、
学
生

が
教
育
上
の
要
望
を
大
学
に
提
言
す
る

「
学
生
教
育
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い

る
。
各
学
年
の
代
表
学
生
が
月
１
回
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
担
当
の
教
員
に
授

業
内
容
や
科
目
編
成
へ
の
要
望
を
提

言
。
学
生
と
教
員
が
一
緒
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
つ
く
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

ち
な
み
に
欧
州
で
は
認
証
評
価
機
関
に

学
生
が
参
画
す
る
こ
と
が
一
般
的
だ
。

　
学
修
成
果
の
可
視
化
が
教
学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
要
と
は
い
え
、
い
き
な
り
そ

こ
か
ら
始
め
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
導
入

し
て
も
、目
的
が
不
明
で
あ
れ
ば
、デ
ー

タ
を
見
て
お
し
ま
い
、に
な
り
が
ち
だ
。

途
中
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら
始
め
る
と
、
取

り
組
み
同
士
の
つ
な
が
り
が
な
い
た

め
、結
果
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
な
ら
な
い
。

回
り
道
の
よ
う
で
も
、「
指
針
」
で
言

え
ば
Ⅰ
の
「
Ｄ
Ｐ
を
起
点
と
し
た
学
修

目
標
の
具
体
化
」
か
ら
進
め
よ
う
。

　
そ
も
そ
も
Ｄ
Ｐ
自
体
に
課
題
が
あ
る

大
学
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
東
邦
大

学
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
作
成
の

た
め
に
各
学
部
で
Ｄ
Ｐ
を
能
力
別
に
分

解
・
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
抽
象
的
で
測

定
が
難
し
か
っ
た
り
、
内
容
が
重
複
し

た
り
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
け
た
と
い

う
。Ｄ
Ｐ
は
構
成
員
全
員
が
め
ざ
す
目
標

な
の
で
、
こ
れ
が
妥
当
な
も
の
と
し
て

教
職
員
、
学
生
に
共
有
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
進
め
ら

れ
な
い
。「
指
針
」
と
、
取
材
し
た
大
学

の
取
り
組
み
を
基
に
し
た
進
め
方
の
手

順
を
【
図
表
８
】
に
ま
と
め
た
。
前
の

ス
テ
ッ
プ
の
取
り
組
み
を
次
の
ス
テ
ッ

プ
で
活
用
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
１
つ
ず
つ
着
実
に
進
め
よ
う
。

　
コ
ツ
の
１
つ
は
、ビ
ッ
グ
ワ
ー
ド（
い

ろ
い
ろ
な
意
味
を
内
包
す
る
抽
象
的
な

言
葉
）
を
使
わ
な
い
こ
と
。
人
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
で
き
て
し
ま

い
、
測
定
が
し
に
く
い
か
ら
だ
。
あ
る

程
度
の
共
通
理
解
が
で
き
る
言
葉
ま
で

具
体
化
、
細
分
化
し
よ
う
。「
学
士
力
」

「
社
会
人
基
礎
力
」
な
ど
が
参
考
に
な

る
。
東
北
公
益
文
科
大
学
の
よ
う
に
、

就
職
先
の
企
業
１
５
０
社
に
聞
い
た
、

入
社
段
階
で
必
要
な
力
を
参
考
に
、
４

つ
の
Ｄ
Ｐ
を
22
の
学
修
目
標
に
分
解
す

る
手
法
も
あ
る
【
図
表
９
】。

　
も
う
１
つ
の
コ
ツ
は
、
一
文
に
入
れ

る
能
力
要
素
を
少
な
く
す
る
こ
と
。
複

数
の
能
力
要
素
を
入
れ
る
と
、
測
定
対

象
が
ぼ
や
け
て
し
ま
う
。
１
つ
の
Ｄ
Ｐ

を
分
解
し
、
具
体
的
な
学
修
目
標
を
複

数
設
定
す
る
整
理
の
し
か
た
（
Ｄ
Ｐ
１

－

１
、
２
、
３
／
Ｄ
Ｐ
２

－

１
、
２
、

３
…
）
が
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
も
、
ま
ず
は
教
学
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
現
場

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
だ
。
執
行

部
に
と
っ
て
は
中
長
期
計
画
、
認
証
評

価
と
い
っ
た
〝
大
目
標
〞
が
教
学
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
動
機
と
な
る
が
、
大

き
す
ぎ
る
目
標
は
、
現
場
の
教
員
に
は

現
実
感
が
乏
し
い
。Ｑ
６
で
述
べ
た
よ

う
に
、
統
括
組
織
に
実
務
者
レ
ベ
ル
の

教
員
を
含
め
、
大
目
標
を
中
目
標
、
小

目
標
に
細
分
化
し
て
現
場
に
伝
え
る
役

を
果
た
し
て
も
ら
う
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　
特
に
大
規
模
大
学
は
足
並
み
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
一
部
の
学
部
か
ら
、
徐
々
に

広
げ
る
手
法
も
有
効
だ
。
関
西
大
学
は

Ｉ
Ｒ
が
提
供
す
る
デ
ー
タ
の
活
用
を
、

賛
同
が
得
ら
れ
た
学
部
・
学
科
か
ら
開

始
。
利
点
が
知
ら
れ
る
に
つ
れ
、学
部
・

学
科
か
ら
の
分
析
、
デ
ー
タ
活
用
の
依

頼
が
増
え
て
い
る
。

　
大
学
全
体
レ
ベ
ル
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
は
、
職
員
の
活
躍
が
不
可
欠
だ
。
東

邦
大
学
で
は
統
括
組
織
に
各
部
局
の
状

況
を
報
告
し
適
宜
調
整
を
促
し
た
り
、

よ
い
取
り
組
み
は
他
の
学
部
に
も
共
有

し
た
り
す
る
ほ
か
、Ｄ
Ｐ
な
ど
を
整
理

す
る
統
一
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
各
部
に
提

供
し
、
全
学
部
の
レ
ベ
ル
を
整
え
る
努

力
を
し
て
い
る
。【
図
表
10
】
の
解
決

ア
イ
デ
ア
例
も
参
考
に
さ
れ
た
い
。

　
参
加
す
る
こ
と
で
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
速
度
と
質
が
上
が
る
研
修
、
つ
ま

り
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
自
学
の
具

体
的
な
課
題
解
決
や
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

目
的
と
し
た
内
容
、
設
計
に
す
る
こ
と

が
大
切
だ
。
実
施
す
る
こ
と
自
体
が
目

的
の
研
修
や
、
知
識
イ
ン
プ
ッ
ト
の
勉

強
会
で
は
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
。

　
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
は
Ｆ
Ｄ
と

し
て
、
実
際
に
使
う
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

作
成
し
た
。
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
１

ス
テ
ッ
プ
進
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
教
員

の
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
そ
の
も
の
へ
の

理
解
が
進
ん
で
コ
ミ
ッ
ト
が
高
ま
る
な

ど
、
一
石
何
鳥
も
の
効
果
が
あ
っ
た
と

い
う
。「
こ
れ
か
ら
の
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
は
、Ｄ

Ｐ
達
成
の
た
め
の
人
材
育
成
の
一
環
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
だ
」（
大
森
学
長
）。

　
上
手
に
活
用
す
れ
ば
、
学
修
者
本
位

の
教
育
に
向
け
た
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
し
や
す
く
な
る
。
例
え
ば
現
状
の
可

視
化
は「
結
果
」が
中
心
で
、学
修
の「
過

程
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
の
が
難
し

い
が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
う
と
遠
隔

授
業
の
視
聴
時
間
や
図
書
館
の
入
退
室

時
間
な
ど
、「
過
程
」
で
あ
る
学
生
の
行

動
デ
ー
タ
が
取
得
可
能
だ
。
結
果
と
過

程
を
セ
ッ
ト
で
分
析
す
る
こ
と
で
、
個

別
最
適
な
学
び
を
実
現
し
や
す
く
な
る
。

学
生
一
人
ひ
と
り
の
観
察
が
難
し
い
大

規
模
大
学
で
は
特
に
有
効
だ
ろ
う
。

　
あ
る
い
は
一
部
の
教
職
員
し
か
持
た

な
い
専
門
技
術
を
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
れ

ば
、
そ
の
専
門
性
が
組
織
全
体
の
も
の

と
な
る
。
例
え
ば
金
沢
工
業
大
学
は
、

Ｉ
Ｒ
が
提
供
す
る
デ
ー
タ
を
基
に
教
職

員
が
学
生
の
修
学
や
進
路
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
し
く
み
に
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
て
い
る
。

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
学
生
の
発
見
や

デ
ー
タ
の
解
釈
、
助
言
の
し
か
た
は
個

人
差
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
精
度
を
Ａ
Ｉ

に
よ
っ
て
標
準
化
す
る
の
が
狙
い
だ
。

　
加
え
て
同
大
学
で
は
、ｅ
シ
ラ
バ
ス

の
活
用
に
よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
し
く
み
を
整
え
て
い

る
。
シ
ラ
バ
ス
は
全
教
員
、
全
学
生
に

開
放
し
、
適
宜
科
目
担
当
者
が
授
業
を

よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
情
報
や
コ
ン
テ

ン
ツ
を
追
加
入
力
し
て
い
る
。
こ
れ
ぞ

究
極
の
「
み
ん
な
で
回
す
教
学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」の
一
つ
の
形
と
言
え
そ
う
だ
。

　
コ
ロ
ナ
下
で
の
教
育
の
混
乱
に
よ
る

一
部
学
生
等
の
不
満
が
マ
ス
コ
ミ
で
報

道
さ
れ
、
大
学
教
育
に
つ
い
て
社
会
の

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
今
こ
そ
自
学

の
教
育
力
を
積
極
的
に
広
報
し
た
い
。

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
え
ば
、
期
待

通
り
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
現
実

も
見
え
て
く
る
。
そ
の
と
き
、
事
実
を

隠
さ
ず
、
改
善
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン

と
共
に
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
公
表
す
べ

き
だ
。
プ
ラ
ス
面
ば
か
り
を
恣
意
的
に

選
ん
で
紹
介
す
る
よ
り
社
会
に
好
感
を

持
た
れ
る
だ
ろ
う
。
金
沢
工
業
大
学
は

退
学
率
の
推
移
、
海
外
研
修
利
用
者
の

少
な
さ
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報

も
含
め
、Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
で
多
様
な

教
育
情
報
を
公
開
し
て
い
る
。「
要
改

善
点
も
含
め
て
オ
ー
プ
ン
に
し
な
い

と
、
社
会
か
ら
の
信
頼
を
得
ら
れ
ず
、

本
学
の
教
育
の
柱
で
あ
る
産
学
連
携
が

成
立
し
な
い
」
と
の
理
由
か
ら
だ
。

　
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
や
、
東
北

公
益
文
科
大
学
の
よ
う
に
、
定
員
未
充

足
に
陥
っ
た
際
、
自
学
の
教
育
を
真
摯

に
見
直
し
、
成
果
を
積
極
的
に
高
校
に

伝
え
続
け
る
こ
と
が
、
学
生
募
集
の
安

定
化
に
つ
な
が
っ
た
例
も
あ
る
。
学
生

募
集
の
み
な
ら
ず
、
今
後
大
学
に
は
、

地
域
や
企
業
と
共
に
社
会
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
情

報
公
表
は
社
会
と
の
連
携
の
ベ
ー
ス
と

な
る
手
段
だ
。
社
会
に
と
っ
て
価
値
の

あ
る
教
育
を
求
め
、
改
善
し
続
け
る
機

関
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
。

＊3 文部科学省のＷｅｂサイトに掲出されている

4

「
指
針
」を

ど
う
読
み
解
く
か
？

①
チ
ェ
ッ
ク
表
と
し
て
使
う
、

②
歯
車
に
注
目
、③「
は
じ
め
に
」

「
お
わ
り
に
」
で
背
景
を
知
る
。

A

5

「
指
針
」
は
ど
の
よ
う

に
取
り
入
れ
る
べ
き
？

全
体
像
と
、
取
り
組
み
の
目

的
を
理
解
す
る
た
め
に
活
用
。

A

6

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め

や
す
い
組
織
体
制
は
？

実
務
者
レ
ベ
ル
の
メ
ン
バ
ー
中

心
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
型
組
織
。

A
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特集  みんなで回そう！ 教学マネジメント

職員×教学マネジメント

　大学行政管理学会の発足は1997年。職員が、大学の行政・

管理機能の専門職として機能する必要があるとの考えからつく

られた研究・交流組織です。大学職員を中心とした会員は約

1200人超。地区別、テーマ別の研究会を中心とした活動を

行っています【図表７】。

　教学に限りませんが、大学のマネジメントの課題の一つが、

トップマネジメント（執行部）の人選です。教員は研究・教育者で

あって、組織を束ねる訓練を積んではいません。職員は組織運

営を支援していますが、あくまで支援であり、授業の経験はありま

せん。官庁や民間企業出身のマネジメント経験者は、大学組織

に通じていません。現状大学はこの３者が混成された組織です。

それぞれの一長一短を考慮したマネジメントが求められます。

　組織として教育の質を高めるには、マネージャーだけでなく、現

場レベルでの教育支援、情報支援など、職員の力が不可欠で

す。平たく言えば「教職協働」ですが、企業では組織間の仕事が

交わるのが普通。あえて「○○協働」とは呼びません。こうした用

語があること自体、教員・職員間に壁があることを示しています。

　職員がいかなる力を高めれば組織人として力を発揮できるの

かは、まだ混とんとした状況です。ゼネラリストとスペシャリストどち

らであってほしいのか、スペシャリストであればどんな専門能力を

求めているのか、また将来トップマネジメントに加わるなら、その能

力はどこで磨くのか。職員が努力すべき方向を示すためにも、執

行部は、教学マネジメントに資する人事制度（採用、育成、評価、

処遇）やキャリアプランを示していくべきでしょう。

杉原 明

（一社）大学行政管理学会
副会長

　大学の組織力が重視されるにつれ、学会の活動も変化してい

ます。設立当初は管理職の職員であることが入会要件でした

が、現在は職階を問わず、教員や大学院生も含めて会員を募っ

ています。アカデミズム色を弱めた気軽な雰囲気の発表会や相

談会を開催したり、積極的に発議ができる職員を増やそうと、若

手・中堅職員にワークショップを企画してもらったりもしています。

　一方で変わらず力を入れていくのは、事例や課題、ロールモデ

ルの共有です。所属大学内の経験だけでは視野が狭くなります

し、職員がマネジメントに携わるロールモデルが自学にあることも

まれだからです。今後は、大学だけでなく企業の組織にも目を向

けるべきでしょう。企業では「ＳＤ」も「ＩＲ」も、そんな用語を使わな

くていいほど当たり前に行われています。組織を強くするための

視点、それに向けて成長できる場を、これからも提供し続けます。

職員の能力開発における事例、課題、
ロールモデルの共有を
組織力を高める職員のあり方を模索 他大学や学外の事例を知り、刺激を受ける場に

すぎはらあきら●東京都内学
校法人勤務を経て2003年工学
院大学入職。教育開発課課長な
どを経て、現在、同大学理事、総合
企画部部長。2008年大学行政管
理学会に入会、2019年より現職。

【図表5】事例大学の教学マネジメント体制図 

中期計画等の推進機関「大学
戦略会議」（学長が議長）が進
捗を管理。各センターに業務を
割り振り、各センターが計画を立
案、実行。

＊各大学への取材内容を基に編集部が作成。指示系統を簡略化して表現しており、関連部局を全て含んでいるとは限らない。詳細はＰ.22からの事例記事を確認のこと

東北公益文科大学 金沢工業大学 成蹊大学 東邦大学 関西大学

各部局の自己点検評価を「全学
教育点検評価部」が集約し、大
学としての自己点検評価を行う。

「部長会」が省察し、改善方針を
打ち出す。

教学の重要事項を審議する「大
学評議会」や関連する会議・委
員会を、事務局の「学長室」が支
える。ＩＲ部門を兼ねており、教学
全般の意思決定を支援する。

全学的な教学の審議・調整機関
である「全学教務委員会」と各部
局の間を、事務局「学長室」が取
り持つ。アセスメントプラン策定
時は時限的ＷＧが設置された。

「内部質保証推進プロジェクト」
が各部局と連携し、質保証の方
針を決定。各部局は教育推進部
の下に置かれた教学ＩＲプロジェ
クトと連携して取り組む。

全学教務委員会

学
長
室

各
部
局

各
部
局

各
部
局

各
部
局

（
教
育
推
進
部
）

教
学
Ｉ
Ｒ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

各
部
局

各
部
局

各
部
局

支援
学
長
室

各
部
局

各
部
局

各
部
局各

部
会

各
部
会

各
部
会

各
部
局

支援 全学IR推進ＷＧ

内部質保証推進プロジェクト

大学運営会議など

大学評議会

各
部
局

各
部
局

各
部
局

各
部
局

全学教育点検評価部

部長会

各
セ
ン
タ
ー

各
セ
ン
タ
ー

各
セ
ン
タ
ー

各
セ
ン
タ
ー

大学戦略会議

【図表7】大学行政管理学会で開かれている研究会の例

＊大学行政管理学会Ｗｅｂサイト（https://juam.jp）を基に編集部で作成 

東日本支部 西日本支部

地区別
研究会

テーマ別
研究会

北海道地区　東北地区
関東地区　   北関東・信越地区

大学人事・事務組織研究グループ
大学職員研究グループ
財務研究グループ
大学経営見える化研究会
研究推進・支援研究会
学事研究会
ファシリティマネジメント研究会
USR研究グループ

大学改革研究会
教育マネジメント研究会
女子大学研究会
財務問題研究会
大学防災（減災）教育・対策研究グループ

中部・北陸地区　近畿地区
中国・四国地区　九州・沖縄地区

【図表6】職員に求められる役割
役割 することの例

▶文科行政の動向
▶教学マネジメントに
　ついての基礎的な知見
▶他大学の事例

▶データ収集とその連結、
　簡単な分析

▶学部間、部署間の
　情報や取り組みの共有

②ＩＲ

③連携・調整

A 

〝
掲
げ
て
い
る
だ
け
〞
の
Ｄ
Ｐ

に
し
な
い
た
め
の
し
く
み
。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
（
以
下
、

「
指
針
」）
に
よ
る
定
義
は
、「
大
学
が

そ
の
教
育
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
行

う
管
理
運
営
」。
教
育
は
大
学
の
最
重

要
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、「
自
ら
の
責

任
で
自
大
学
の
諸
活
動
に
つ
い
て
点

検
・
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と

に
改
革
・
改
善
に
努
め
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
そ
の
質
を
自
ら
保
証
す
る
」
と
い

う
内
部
質
保
証
の
有
効
な
手
段
、
そ
れ

が
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
。

　「
指
針
」の
記
述
を
よ
り
具
体
的
な
言

葉
に
す
る
と
、「
デ
ィ
プ
ロ
マ・ポ
リ
シ
ー

（
Ｄ
Ｐ
）
等
の
教
育
目
標
を
適
切
に
設

定
し
て
達
成
度
を
測
定
し
、
測
定
結
果

に
応
じ
た
改
善
活
動
を
行
う
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
流
れ
を
公
表
す
る
こ
と
」
と

な
ろ
う
。
こ
の
し
く
み
が
な
け
れ
ば
、

Ｄ
Ｐ
は
〝
た
だ
掲
げ
て
い
る
だ
け
〞
だ
。

　「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
答
申
」
で
掲

げ
ら
れ
た
「
学
修
者
本
位
の
教
育
へ
の

転
換
」
の
実
現
に
向
け
て
も
教
学
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
将

来
予
測
が
困
難
な
時
代
に
向
け
て
大
学

は
、
卒
業
後
も
常
に
学
び
続
け
る
自
律

的
な
学
修
者
を
育
て
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
学
修
者
本
人
が
、

何
が
身
に
付
い
た
の
か
を
実
感
で
き
る

し
く
み
が
必
要
、
と
い
う
わ
け
だ
。

　
調
査
に
よ
れ
ば
、
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

の
達
成
状
況
を
点
検
・
評
価
す
る
大
学

は
約
８
割
に
上
る
が
、
評
価
尺
度
ま
で

定
め
た
大
学
は
半
数
以
下
【
図
表
１
】。

教
学
の
質
保
証
は
道
半
ば
と
い
う
現
状

が
、「
指
針
」
作
成
の
背
景
に
は
あ
る
。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
に
法
的

義
務
は
な
い
が
、
内
部
質
保
証
の
有
効

な
手
段
で
あ
る
な
ど
、
教
育
の
改
善
に

は
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み
だ
。

　
経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
回
す
こ
と
に
よ
り
科
目
の
再
編

や
教
育
手
法
の
改
善
が
し
や
す
く
な

る
。「
社
会
が
変
化
す
る
中
、
人
材
輩

出
機
関
と
し
て
、
変
化
に
応
じ
た
教
育

を
行
う
し
く
み
と
し
て
必
然
」（
金
沢

工
業
大
学
大
澤
学
長
）。
ま
た
こ
れ
に

取
り
組
む
こ
と
自
体
が
、
教
職
員
の
仕

事
へ
の
目
的
意
識
を
高
め
、
自
律
的
な

改
善
行
動
を
促
す
と
い
う
「
参
画
意
識

や
組
織
力
の
向
上
」（
共
愛
学
園
前
橋

国
際
大
学
大
森
学
長
）に
も
つ
な
が
る
。

　
社
会
に
説
明
責
任
を
果
た
す
意
味
で

も
必
要
な
取
り
組
み
だ
。「
指
針
」
の

作
成
過
程
で
も
「
企
業
は
社
会
か
ら
認

め
ら
れ
る
た
め
に
決
算
公
告
な
ど
の
情

報
公
開
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。
税
金

に
支
え
ら
れ
て
い
る
大
学
は
、
企
業
以

上
に
情
報
公
開
を
進
め
る
べ
き
」
と
の

企
業
人
委
員
か
ら
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　
情
報
公
表
に
よ
り
得
ら
れ
た
社
会
か

ら
の
信
頼
は
、
学
生
募
集
に
も
好
影
響

を
与
え
る
。
東
北
公
益
文
科
大
学
は
、

地
域
志
向
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
過

程
や
成
果
、
在
学
生
の
成
長
の
様
子
な

ど
を
発
信
し
、
高
校
か
ら
の
信
頼
を
獲

得
。
定
員
未
充
足
か
ら
脱
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
期
せ
ず
し
て
、
教
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
契
機
を
大
学
に
与

え
て
い
る
。
ま
ず
、
授
業
は
教
員
の
も

の
と
い
う
〝
聖
域
〞
の
開
放
。
コ
ロ
ナ

禍
で
始
ま
っ
た
遠
隔
授
業
は
職
員
の
支

援
や
他
教
員
と
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
。
授
業
手
法
も

多
様
化
し
た
今
こ
そ
、
教
職
協
働
の
新

た
な
教
育
の
形
に
取
り
組
む
時
機
だ
。

　
次
に
、
教
育
効
果
の
比
較
タ
イ
ミ
ン

グ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
遠
隔
授
業
と

そ
れ
以
前
の
対
面
授
業
と
の
間
に
、
ど

職
員
を
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
ご
と
の
設
置
が
理
想
的
だ
。

　
常
設
の
委
員
会
で
担
う
場
合
、
組
織

づ
く
り
の
労
力
は
不
要
な
反
面
、
既
存

の
業
務
よ
り
優
先
順
位
が
下
が
っ
た
り
、

輪
番
制
だ
と
思
い
切
っ
た
改
革
に
取
り

組
み
に
く
い
傾
向
が
あ
る
。た
だ
し「
規

模
が
小
さ
く
て
も
既
存
組
織
で
い
っ
た

ん
取
り
組
み
、
教
育
改
善
の
実
績
を
つ

く
っ
て
か
ら
、
新
た
な
組
織
や
予
算
を

つ
け
た
ほ
う
が
浸
透
し
や
す
い
」（
関

西
大
学
）
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

　
認
証
評
価
に
向
け
て
「
内
部
質
保
証

委
員
会
」
を
新
設
す
る
場
合
は
注
意
が

必
要
だ
。
既
存
の
教
学
系
組
織
と
の
役

割
分
担
が
明
確
で
な
い
と
、
名
ば
か
り

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
現
場
が
混
乱

し
た
り
す
る
か
ら
だ
。

　
な
お
、
取
材
し
た
５
大
学
も
そ
れ
ぞ

れ
の
組
織
文
化
に
よ
り
体
制
は
異
な

る
。【
図
表
５
】
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

　
今
号
の
取
材
対
象
者
の
多
く
が
、「
教

学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
門
家
は
存
在
し

な
い
だ
ろ
う
」
と
口
を
そ
ろ
え
た
。
そ

し
て
同
じ
く
よ
く
聞
か
れ
た
の
が
「
専

門
性
よ
り
、
推
進
力
の
方
が
重
要
」
と

の
声
だ
。
学
修
成
果
の
デ
ー
タ
分
析
も

単
純
な
ク
ロ
ス
集
計
程
度
で
も
、
議
論

の
種
は
十
分
に
つ
く
れ
る
。
障
壁
は
む

し
ろ
、「
考
え
方
が
浸
透
し
な
い
」「
協

力
が
得
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た
組
織
に

関
す
る
問
題
の
よ
う
だ
。
な
お
取
り
組

み
が
先
行
す
る
大
学
は
、
自
学
の
組
織

文
化
に
通
じ
、
こ
と
が
ス
ム
ー
ズ
に
運

ぶ
よ
う
に
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

職
員
の
活
躍
が
め
だ
つ
。

　
成
蹊
大
学
は
「
自
学
に
な
い
ノ
ウ
ハ

ウ
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の
都
度
、
他

大
学
や
企
業
を
頼
っ
て
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
を

行
う
」
と
の
考
え
だ
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

作
成
に
困
っ
た
ら
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
困
っ
た
ら
テ
ス
ト
理

論
の
専
門
家
を
招
聘
し
、
そ
の
知
見
を

議
論
の
き
っ
か
け
と
す
れ
ば
よ
い
。

　
Ｄ
Ｐ
の
達
成
は
、授
業
だ
け
で
な
く
、

入
学
前
の
学
生
募
集
か
ら
課
外
活
動
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
至
る
ま
で
、
大
学
の

全
運
営
活
動
の
集
大
成
だ
。そ
れ
ゆ
え
、

職
員
の
参
画
な
き
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
あ
り
え
な
い
と
断
言
し
た
い
。
こ
こ

で
は
、
特
に
Ｑ
７
で
も
紹
介
し
た
推
進

力
と
な
る
職
員
の
役
割
に
つ
い
て
、
取

材
を
基
に
紹
介
す
る
【
図
表
６
】。

　
①
情
報
を
収
集
、
分
析
し
、
教
員
に

共
有
す
る
役
割
。
東
邦
大
学
で
は
学
長

室
の
職
員
が
学
長
の
意
向
を
く
み
取

り
、
文
部
科
学
省
の
委
員
会
の
ネ
ッ
ト

配
信
や
議
事
録
を
聴
講
、
各
学
部
に
共

有
し
て
い
る
。「
指
針
」
へ
の
教
員
の

疑
問
な
ど
も
職
員
が
対
応
し
て
い
る
。

　
他
大
学
の
先
行
事
例
の
収
集
も
重
要

だ
。
教
員
は
授
業
の
プ
ロ
だ
が
教
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
で
は
な
い
の
で
、

職
員
の
知
見
が
取
り
組
み
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
と
な
る
。「
自
学
の
あ
る
べ
き
姿

を
客
観
的
に
捉
え
る
た
め
に
も
、
自
学

で
全
て
を
賄
う
の
で
は
な
く
、
積
極
的

に
外
部
の
知
見
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

職
員
が
   ＊4
　大
学
Ｉ
Ｒ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

や
、
連
携
先
の
大
学
と
の
交
流
で
先
行

事
例
を
学
ん
で
い
る
」（
成
蹊
大
学
）。

　
②
Ｉ
Ｒ
の
役
割
。「
学
内
の
動
向
に

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
教
員
が
必
要

と
し
そ
う
な
デ
ー
タ
や
資
料
を
先
回
り

し
て
準
備
し
て
い
る
。ま
た
日
常
的
に
、

デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
教
員
と
意
見
を
交
換
し
て
い
る
」（
関

西
大
学
、
成
蹊
大
学
）。

　
③
学
部
・
学
科
間
、
部
署
間
の
連
携
・

調
整
を
す
る
役
割
。
特
に
大
規
模
大
学

に
お
い
て
は
、
他
の
学
部
や
部
署
に
お

け
る
先
行
事
例
を
紹
介
す
る
と
い
っ

た
、部
局
を
横
断
す
る
役
割
が
重
要
だ
。

　
な
お
、
職
員
に
こ
う
し
た
活
躍
の
場

を
用
意
し
、
職
員
と
協
働
す
る
よ
う
教

員
に
促
す
の
は
ト
ッ
プ
の
仕
事
だ
。「
執

行
部
が
教
職
協
働
の
体
制
で
な
け
れ

ば
、
現
場
に
教
職
協
働
を
命
じ
て
も
効

果
は
な
く
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
な

し
得
な
い
」（
大
学
行
政
管
理
学
会
杉

原
氏
）。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
究
極
の
目
的

は
、
学
生
が
学
修
成
果
を
把
握
し
、
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
し
て
成
長
す
る
し
く

み
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
れ
が
で
き
て
い

る
か
を
学
生
に
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
手
法
は
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト

が
一
般
的
だ
が
、
学
生
が
自
身
の
能
力

の
伸
長
／
不
足
を
示
す
エ
ビ
デ
ン
ス

（
＝
自
己
評
価
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
）

を
基
に
、
受
け
た
教
育
に
つ
い
て
述
べ

る
形
の
聴
取
の
ほ
う
が
、
彼
ら
の
リ
フ

れ
だ
け
質
や
成
果
の
差
が
あ
る
の
か

は
、検
証
に
足
る
テ
ー
マ
で
は
な
い
か
。

　
社
会
が
大
学
教
育
に
注
目
し
て
い
る

点
も
見
逃
せ
な
い
。
休
校
措
置
や
授
業

方
式
の
変
更
等
に
よ
り
、
学
生
や
保
護

者
の
不
満
が
報
道
さ
れ
た
。
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
内
容
と
は
い
え
、
大
学
の
教
育
が

世
間
か
ら
注
目
を
集
め
る
こ
と
は
そ
う

そ
う
な
い
。
注
目
が
高
い
今
こ
そ
、
教

育
改
善
の
ア
ピ
ー
ル
に
適
し
て
い
る
。

に
よ
っ
て
違
っ
て
い
い
。肝
心
な
の
は
、

項
目
同
士
の
関
連
性
を
意
識
し
て
取
り

組
む
こ
と
。「
指
針
」
の
各
文
章
の
文

末
は
「
必
要
」「
期
待
」「
考
え
ら
れ
る
」

の
３
段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、
優
先
度

の
目
安
に
な
る
が
【
図
表
４
】、「
必
要
」

の
項
目
の
み
を
実
行
し
て
も
、Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
の
歯
車
は
回
ら
な
い
。
例
え
ば
、
明

確
な
学
修
目
標
の
設
定
が
な
い
ま
ま
、

学
修
成
果
の
可
視
化
の
た
め
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
も
、
出
た
デ
ー
タ
の

使
い
よ
う
が
な
い
。
求
め
ら
れ
る
の
は

あ
く
ま
で
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」。
自
学

に
と
っ
て
本
当
に
「
必
要
」
な
項
目
に

つ
い
て
、
項
目
同
士
の
連
携
を
意
識
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
だ
。

　
ち
な
み
に
今
号
で
取
材
し
た
５
大
学

の
取
り
組
み
状
況
を
見
る
と
、
や
や
手

薄
だ
っ
た
の
が
「
望
ま
し
い
教
職
員
像

の
定
義
と
共
有
」「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層

へ
の
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
」「
Ｄ
Ｐ
達
成
状
況
を

学
生
が
語
れ
る
よ
う
に
す
る
」
な
ど

だ
っ
た
。
前
者
２
つ
の
人
材
育
成
に
つ

い
て
は
、
学
生
へ
の
教
育
と
同
様
、
職

能
開
発
の
新
た
な
し
く
み
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
後
者
の
「
学
生
が

語
れ
る
よ
う
に
す
る
」
に
つ
い
て
は
、

東
北
公
益
文
科
大
学
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
も
と
に
年
２
回
の
面
談
を
実
施
、
関

西
大
学
で
は
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
形
式

で
達
成
度
を
学
生
に
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ

自
覚
を
促
す
工
夫
を
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、「
指
針
」
の
内
容
が
自
学
で

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
読
む
と
よ
い
だ
ろ
う
。Ⅰ
〜

Ⅴ
の
各
フ
ェ
ー
ズ
に
は
、
成
功
例
と
、

あ
り
が
ち
な
課
題
が
書
か
れ
て
い
る
。

で
き
て
い
な
い
こ
と
や
思
い
当
た
る
課

題
に
つ
い
て
、
対
処
を
考
え
た
い
。

　「
指
針
」
の
「
概
要
」、
い
わ
ゆ
る
ポ

ン
チ
絵
【
図
表
３
】
に
つ
い
て
は
、
学

位
プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ベ
ル
の
歯
車
の
大
き

さ
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
レ
ベ
ル
の
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
が
回
る
と
、授
業
科
目
レ
ベ
ル
、

大
学
全
体
レ
ベ
ル
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
も
回
る

こ
と
を
示
す
。
こ
の
こ
と
か
ら「『
指
針
』

は
特
に
学
部
長
に
読
ん
で
ほ
し
い
」と
、

作
成
委
員
を
務
め
た
共
愛
学
園
前
橋
国

際
大
学
の
大
森
学
長
は
言
う
。
東
邦
大

学
は
こ
の
レ
ベ
ル
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
重
視

し
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
型
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
学
部
ご
と
に
設
け
て
い
る
。

　
読
み
進
む
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問

が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。多
く
の
場
合
、「
指

針
」
作
成
過
程
の
議
論
に
答
え
が
あ
る
。

「
指
針
」
の
「
は
じ
め
に
」「
お
わ
り
に
」

や
、
   ＊3
　教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
別
委
員

会
の
議
事
録
が
参
考
に
な
る
。
ま
た
、

現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
   ＊3
　質
保
証
シ
ス

テ
ム
部
会
の
議
事
録
も
読
む
と
、
今
後

求
め
ら
れ
る
方
向
性
が
わ
か
る
。

　
文
科
省
は
   ＊3
　事
例
集
や
解
説
動
画
も

公
開
し
て
い
る
の
で
参
考
に
し
た
い
。

　「
指
針
」
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
い

の
で
、
実
行
す
る
項
目
や
方
法
は
大
学

　
ま
ず
、「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
各

部
局
の
取
り
組
み
の
集
大
成
」（
大
森

学
長
）
な
の
で
、
全
部
局
と
連
携
が
取

れ
る
組
織
で
あ
る
こ
と
が
条
件
。
教
務

だ
け
、Ｉ
Ｒ
だ
け
、
と
い
う
体
制
は
あ

り
得
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
実
際
に
教

育
改
善
に
取
り
組
む
実
務
者
レ
ベ
ル
の

メ
ン
バ
ー
を
入
れ
る
こ
と
。
例
え
ば
東

北
公
益
文
科
大
学
で
は
、
実
行
計
画
を

各
セ
ン
タ
ー
が
担
う
だ
け
で
な
く
、
自

己
点
検
シ
ー
ト
の
作
成
に
極
力
多
く
の

教
職
員
が
関
わ
る
こ
と
で
、
全
教
職
員

の
参
画
を
促
し
て
い
る
。

　
組
織
の
形
態
は
、
新
規
組
織
の
設
置

と
既
存
組
織
の
活
用
、
ど
ち
ら
も
一
長

一
短
あ
る
。
新
規
の
場
合
は
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
型
の
Ｗ
Ｇ
を
勧
め
た
い
。
組

織
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
が
明
確
だ
か

ら
だ
。
そ
の
際
は
実
務
者
レ
ベ
ル
の
教

レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
役
立
つ
。
実
際
、
学

修
成
果
の
一
部
で
あ
る
汎
用
的
能
力
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
を
前
に
、
学
生
と

教
員
が
面
談
す
る
大
学
も
あ
る
。

　
ま
た
、
東
邦
大
学
医
学
部
は
、
学
生

が
教
育
上
の
要
望
を
大
学
に
提
言
す
る

「
学
生
教
育
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い

る
。
各
学
年
の
代
表
学
生
が
月
１
回
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
担
当
の
教
員
に
授

業
内
容
や
科
目
編
成
へ
の
要
望
を
提

言
。
学
生
と
教
員
が
一
緒
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
つ
く
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

ち
な
み
に
欧
州
で
は
認
証
評
価
機
関
に

学
生
が
参
画
す
る
こ
と
が
一
般
的
だ
。

　
学
修
成
果
の
可
視
化
が
教
学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
要
と
は
い
え
、
い
き
な
り
そ

こ
か
ら
始
め
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
導
入

し
て
も
、目
的
が
不
明
で
あ
れ
ば
、デ
ー

タ
を
見
て
お
し
ま
い
、に
な
り
が
ち
だ
。

途
中
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら
始
め
る
と
、
取

り
組
み
同
士
の
つ
な
が
り
が
な
い
た

め
、結
果
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
な
ら
な
い
。

回
り
道
の
よ
う
で
も
、「
指
針
」
で
言

え
ば
Ⅰ
の
「
Ｄ
Ｐ
を
起
点
と
し
た
学
修

目
標
の
具
体
化
」
か
ら
進
め
よ
う
。

　
そ
も
そ
も
Ｄ
Ｐ
自
体
に
課
題
が
あ
る

大
学
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
東
邦
大

学
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
作
成
の

た
め
に
各
学
部
で
Ｄ
Ｐ
を
能
力
別
に
分

解
・
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
抽
象
的
で
測

定
が
難
し
か
っ
た
り
、
内
容
が
重
複
し

た
り
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
け
た
と
い

う
。Ｄ
Ｐ
は
構
成
員
全
員
が
め
ざ
す
目
標

な
の
で
、
こ
れ
が
妥
当
な
も
の
と
し
て

教
職
員
、
学
生
に
共
有
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
進
め
ら

れ
な
い
。「
指
針
」
と
、
取
材
し
た
大
学

の
取
り
組
み
を
基
に
し
た
進
め
方
の
手

順
を
【
図
表
８
】
に
ま
と
め
た
。
前
の

ス
テ
ッ
プ
の
取
り
組
み
を
次
の
ス
テ
ッ

プ
で
活
用
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
１
つ
ず
つ
着
実
に
進
め
よ
う
。

　
コ
ツ
の
１
つ
は
、ビ
ッ
グ
ワ
ー
ド（
い

ろ
い
ろ
な
意
味
を
内
包
す
る
抽
象
的
な

言
葉
）
を
使
わ
な
い
こ
と
。
人
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
で
き
て
し
ま

い
、
測
定
が
し
に
く
い
か
ら
だ
。
あ
る

程
度
の
共
通
理
解
が
で
き
る
言
葉
ま
で

具
体
化
、
細
分
化
し
よ
う
。「
学
士
力
」

「
社
会
人
基
礎
力
」
な
ど
が
参
考
に
な

る
。
東
北
公
益
文
科
大
学
の
よ
う
に
、

就
職
先
の
企
業
１
５
０
社
に
聞
い
た
、

入
社
段
階
で
必
要
な
力
を
参
考
に
、
４

つ
の
Ｄ
Ｐ
を
22
の
学
修
目
標
に
分
解
す

る
手
法
も
あ
る
【
図
表
９
】。

　
も
う
１
つ
の
コ
ツ
は
、
一
文
に
入
れ

る
能
力
要
素
を
少
な
く
す
る
こ
と
。
複

数
の
能
力
要
素
を
入
れ
る
と
、
測
定
対

象
が
ぼ
や
け
て
し
ま
う
。
１
つ
の
Ｄ
Ｐ

を
分
解
し
、
具
体
的
な
学
修
目
標
を
複

数
設
定
す
る
整
理
の
し
か
た
（
Ｄ
Ｐ
１

－

１
、
２
、
３
／
Ｄ
Ｐ
２

－

１
、
２
、

３
…
）
が
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
も
、
ま
ず
は
教
学
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
現
場

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
だ
。
執
行

部
に
と
っ
て
は
中
長
期
計
画
、
認
証
評

価
と
い
っ
た
〝
大
目
標
〞
が
教
学
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
動
機
と
な
る
が
、
大

き
す
ぎ
る
目
標
は
、
現
場
の
教
員
に
は

現
実
感
が
乏
し
い
。Ｑ
６
で
述
べ
た
よ

う
に
、
統
括
組
織
に
実
務
者
レ
ベ
ル
の

教
員
を
含
め
、
大
目
標
を
中
目
標
、
小

目
標
に
細
分
化
し
て
現
場
に
伝
え
る
役

を
果
た
し
て
も
ら
う
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　
特
に
大
規
模
大
学
は
足
並
み
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
一
部
の
学
部
か
ら
、
徐
々
に

広
げ
る
手
法
も
有
効
だ
。
関
西
大
学
は

Ｉ
Ｒ
が
提
供
す
る
デ
ー
タ
の
活
用
を
、

賛
同
が
得
ら
れ
た
学
部
・
学
科
か
ら
開

始
。
利
点
が
知
ら
れ
る
に
つ
れ
、学
部
・

学
科
か
ら
の
分
析
、
デ
ー
タ
活
用
の
依

頼
が
増
え
て
い
る
。

　
大
学
全
体
レ
ベ
ル
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
は
、
職
員
の
活
躍
が
不
可
欠
だ
。
東

邦
大
学
で
は
統
括
組
織
に
各
部
局
の
状

況
を
報
告
し
適
宜
調
整
を
促
し
た
り
、

よ
い
取
り
組
み
は
他
の
学
部
に
も
共
有

し
た
り
す
る
ほ
か
、Ｄ
Ｐ
な
ど
を
整
理

す
る
統
一
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
各
部
に
提

供
し
、
全
学
部
の
レ
ベ
ル
を
整
え
る
努

力
を
し
て
い
る
。【
図
表
10
】
の
解
決

ア
イ
デ
ア
例
も
参
考
に
さ
れ
た
い
。

　
参
加
す
る
こ
と
で
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
速
度
と
質
が
上
が
る
研
修
、
つ
ま

り
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
自
学
の
具

体
的
な
課
題
解
決
や
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

目
的
と
し
た
内
容
、
設
計
に
す
る
こ
と

が
大
切
だ
。
実
施
す
る
こ
と
自
体
が
目

的
の
研
修
や
、
知
識
イ
ン
プ
ッ
ト
の
勉

強
会
で
は
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
。

　
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
は
Ｆ
Ｄ
と

し
て
、
実
際
に
使
う
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

作
成
し
た
。
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
１

ス
テ
ッ
プ
進
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
教
員

の
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
そ
の
も
の
へ
の

理
解
が
進
ん
で
コ
ミ
ッ
ト
が
高
ま
る
な

ど
、
一
石
何
鳥
も
の
効
果
が
あ
っ
た
と

い
う
。「
こ
れ
か
ら
の
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
は
、Ｄ

Ｐ
達
成
の
た
め
の
人
材
育
成
の
一
環
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
だ
」（
大
森
学
長
）。

　
上
手
に
活
用
す
れ
ば
、
学
修
者
本
位

の
教
育
に
向
け
た
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
し
や
す
く
な
る
。
例
え
ば
現
状
の
可

視
化
は「
結
果
」が
中
心
で
、学
修
の「
過

程
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
の
が
難
し

い
が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
う
と
遠
隔

授
業
の
視
聴
時
間
や
図
書
館
の
入
退
室

時
間
な
ど
、「
過
程
」
で
あ
る
学
生
の
行

動
デ
ー
タ
が
取
得
可
能
だ
。
結
果
と
過

程
を
セ
ッ
ト
で
分
析
す
る
こ
と
で
、
個

別
最
適
な
学
び
を
実
現
し
や
す
く
な
る
。

学
生
一
人
ひ
と
り
の
観
察
が
難
し
い
大

規
模
大
学
で
は
特
に
有
効
だ
ろ
う
。

　
あ
る
い
は
一
部
の
教
職
員
し
か
持
た

な
い
専
門
技
術
を
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
れ

ば
、
そ
の
専
門
性
が
組
織
全
体
の
も
の

と
な
る
。
例
え
ば
金
沢
工
業
大
学
は
、

Ｉ
Ｒ
が
提
供
す
る
デ
ー
タ
を
基
に
教
職

員
が
学
生
の
修
学
や
進
路
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
し
く
み
に
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
て
い
る
。

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
学
生
の
発
見
や

デ
ー
タ
の
解
釈
、
助
言
の
し
か
た
は
個

人
差
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
精
度
を
Ａ
Ｉ

に
よ
っ
て
標
準
化
す
る
の
が
狙
い
だ
。

　
加
え
て
同
大
学
で
は
、ｅ
シ
ラ
バ
ス

の
活
用
に
よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
し
く
み
を
整
え
て
い

る
。
シ
ラ
バ
ス
は
全
教
員
、
全
学
生
に

開
放
し
、
適
宜
科
目
担
当
者
が
授
業
を

よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
情
報
や
コ
ン
テ

ン
ツ
を
追
加
入
力
し
て
い
る
。
こ
れ
ぞ

究
極
の
「
み
ん
な
で
回
す
教
学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」の
一
つ
の
形
と
言
え
そ
う
だ
。

　
コ
ロ
ナ
下
で
の
教
育
の
混
乱
に
よ
る

一
部
学
生
等
の
不
満
が
マ
ス
コ
ミ
で
報

道
さ
れ
、
大
学
教
育
に
つ
い
て
社
会
の

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
今
こ
そ
自
学

の
教
育
力
を
積
極
的
に
広
報
し
た
い
。

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
え
ば
、
期
待

通
り
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
現
実

も
見
え
て
く
る
。
そ
の
と
き
、
事
実
を

隠
さ
ず
、
改
善
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン

と
共
に
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
公
表
す
べ

き
だ
。
プ
ラ
ス
面
ば
か
り
を
恣
意
的
に

選
ん
で
紹
介
す
る
よ
り
社
会
に
好
感
を

持
た
れ
る
だ
ろ
う
。
金
沢
工
業
大
学
は

退
学
率
の
推
移
、
海
外
研
修
利
用
者
の

少
な
さ
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報

も
含
め
、Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
で
多
様
な

教
育
情
報
を
公
開
し
て
い
る
。「
要
改

善
点
も
含
め
て
オ
ー
プ
ン
に
し
な
い

と
、
社
会
か
ら
の
信
頼
を
得
ら
れ
ず
、

本
学
の
教
育
の
柱
で
あ
る
産
学
連
携
が

成
立
し
な
い
」
と
の
理
由
か
ら
だ
。

　
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
や
、
東
北

公
益
文
科
大
学
の
よ
う
に
、
定
員
未
充

足
に
陥
っ
た
際
、
自
学
の
教
育
を
真
摯

に
見
直
し
、
成
果
を
積
極
的
に
高
校
に

伝
え
続
け
る
こ
と
が
、
学
生
募
集
の
安

定
化
に
つ
な
が
っ
た
例
も
あ
る
。
学
生

募
集
の
み
な
ら
ず
、
今
後
大
学
に
は
、

地
域
や
企
業
と
共
に
社
会
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
情

報
公
表
は
社
会
と
の
連
携
の
ベ
ー
ス
と

な
る
手
段
だ
。
社
会
に
と
っ
て
価
値
の

あ
る
教
育
を
求
め
、
改
善
し
続
け
る
機

関
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
。

＊4 一般社団法人大学ＩＲコンソーシアム。60大学が加盟。
　  学生調査分析を軸とするＩＲ機能の開発を基盤として、会員間での相互評価の結果を学士課程教育の質的向上に結びつける質保証システムの創出と全国規模のＩＲコミュニティの育成を行う

ＷＧ

支援

連
携

し
ょ
う
へ
い

情報収集と
その共有
①

7

専
門
家
が
い
な
く
て
も

で
き
る
の
か
？

で
き
る
。
元
来
「
教
学
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
専
門
家
」
は
い
な
い
。

A

8

職
員
は
ど
ん
な
役
割
を

担
う
べ
き
か
？

情
報
収
集
、Ｉ
Ｒ
、
連
携
・
調

整
で
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
。

A

9

学
生
に
は
ど
う
関
わ
っ

て
も
ら
え
ば
よ
い
か
？

教
育
と
学
修
成
果
の
関
係
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
て
も
ら
う
。

A
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特集  みんなで回そう！ 教学マネジメント

何
を
ど
う
進
め
る
か
？

1ＤＰを起点に具体的な学修目標を設定する

▶ＤＰの学内浸透度や納得度も確認する
▶わかりやすく、測定可能なものとし、盛り込み過ぎない
▶必要に応じてＤＰの見直しや、ＤＰとは別に「〇〇大
学の〇〇の力」のように別途育成する力の設定を行う
▶学士力答申、経済産業省の社会人基礎力や地
元企業などのステークホルダーの意見も参考にする
▶「指針」で示された各実行項目に取り組んでいる場
合は、まず教学マネジメントのしくみの中で何をやって
いて何をやっていないか再整理する

▶ＤＰの学内浸透が十分な場合はココから
始める
▶ＤＰと学修目標に対して、各科目がどのよ
うな役割を果たしているのかを整理（例：
「〇〇概論」は〇〇力と●●力を育成）
▶どの科目も関与してない、または手薄な
学修目標がある場合は、カリキュラムの改
定を検討する
▶学生にもシラバス等を通じて共有する

▶各学修目標をいつ、どのタイミングで、誰
がどのように測定するかを決める

▶いきなりこれから始めないよう注
意！ 必ず１～３の下準備をしたうえで
学修成果を可視化しないと、せっかく
測定したデータの活用に困る

▶ＩＲの出番。あらかじめ各種学生
データを一元管理する体制を構築し
ておくこと
▶どのような課題があるか仮説を立
て、さまざまなデータをつなげたり、ク
ロス集計したり、平均値と比べたりし
て可視化し、議論する（この行為そ
のものもＦＤ）

▶５の議論の中でボトムアップで改
善策が生まれると実質化しやすい

▶現状の成果と課題を示し、それを
いつどう改善していくかパッケージで
示す

【図表8】みんなで回す教学マネジメント７ステップ  

2 各科目とＤＰや学修目標の関係を整理する 3 アセスメントプランの策定 4 学修成果を可視化する 5 6 7 情報公表Step ５をもとに教育改善、
改革を行う

可視化されたデータ
を分析して議論する

ポ
イ
ン
ト

【図表9】東北公益文科大学のＤＰと学修目標   

読解力
文章表現力

傾聴力
発信力
会話力

批判的思考力

幅広い知識と専門知識とともに、地域の人 と々連携して、地域を牽引していく実践力を磨くため、
カリキュラムを通し、以下の４つの力を身に付ける      

学
修
目
標

外国語活用能力
自文化理解力
多文化理解力

世界の動きへの関心
日本の動きへの関心

情報収集力
論理的思考力

柔軟性
課題発見力
問題解決力

決断力
主体性

感情制御力
セルフモチベーション

協働力
マネジメント力

D
P コミュニケーション力

と発信力 国際感覚 創造力と企画力 リーダーシップ
ＤＰ４ＤＰ3ＤＰ2ＤＰ1

DP

DP

テスト
入試

調査

GPA

DP
1

?

…

…

科目1

科目2

科目3

DP
2

DP
3

DP

課題   改善策 

課題   改善策 

課題   改善策   成果

A 

〝
掲
げ
て
い
る
だ
け
〞
の
Ｄ
Ｐ

に
し
な
い
た
め
の
し
く
み
。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
（
以
下
、

「
指
針
」）
に
よ
る
定
義
は
、「
大
学
が

そ
の
教
育
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
行

う
管
理
運
営
」。
教
育
は
大
学
の
最
重

要
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、「
自
ら
の
責

任
で
自
大
学
の
諸
活
動
に
つ
い
て
点

検
・
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と

に
改
革
・
改
善
に
努
め
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
そ
の
質
を
自
ら
保
証
す
る
」
と
い

う
内
部
質
保
証
の
有
効
な
手
段
、
そ
れ

が
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
。

　「
指
針
」の
記
述
を
よ
り
具
体
的
な
言

葉
に
す
る
と
、「
デ
ィ
プ
ロ
マ・ポ
リ
シ
ー

（
Ｄ
Ｐ
）
等
の
教
育
目
標
を
適
切
に
設

定
し
て
達
成
度
を
測
定
し
、
測
定
結
果

に
応
じ
た
改
善
活
動
を
行
う
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
流
れ
を
公
表
す
る
こ
と
」
と

な
ろ
う
。
こ
の
し
く
み
が
な
け
れ
ば
、

Ｄ
Ｐ
は
〝
た
だ
掲
げ
て
い
る
だ
け
〞
だ
。

　「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
答
申
」
で
掲

げ
ら
れ
た
「
学
修
者
本
位
の
教
育
へ
の

転
換
」
の
実
現
に
向
け
て
も
教
学
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
将

来
予
測
が
困
難
な
時
代
に
向
け
て
大
学

は
、
卒
業
後
も
常
に
学
び
続
け
る
自
律

的
な
学
修
者
を
育
て
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
学
修
者
本
人
が
、

何
が
身
に
付
い
た
の
か
を
実
感
で
き
る

し
く
み
が
必
要
、
と
い
う
わ
け
だ
。

　
調
査
に
よ
れ
ば
、
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

の
達
成
状
況
を
点
検
・
評
価
す
る
大
学

は
約
８
割
に
上
る
が
、
評
価
尺
度
ま
で

定
め
た
大
学
は
半
数
以
下
【
図
表
１
】。

教
学
の
質
保
証
は
道
半
ば
と
い
う
現
状

が
、「
指
針
」
作
成
の
背
景
に
は
あ
る
。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
に
法
的

義
務
は
な
い
が
、
内
部
質
保
証
の
有
効

な
手
段
で
あ
る
な
ど
、
教
育
の
改
善
に

は
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み
だ
。

　
経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
回
す
こ
と
に
よ
り
科
目
の
再
編

や
教
育
手
法
の
改
善
が
し
や
す
く
な

る
。「
社
会
が
変
化
す
る
中
、
人
材
輩

出
機
関
と
し
て
、
変
化
に
応
じ
た
教
育

を
行
う
し
く
み
と
し
て
必
然
」（
金
沢

工
業
大
学
大
澤
学
長
）。
ま
た
こ
れ
に

取
り
組
む
こ
と
自
体
が
、
教
職
員
の
仕

事
へ
の
目
的
意
識
を
高
め
、
自
律
的
な

改
善
行
動
を
促
す
と
い
う
「
参
画
意
識

や
組
織
力
の
向
上
」（
共
愛
学
園
前
橋

国
際
大
学
大
森
学
長
）に
も
つ
な
が
る
。

　
社
会
に
説
明
責
任
を
果
た
す
意
味
で

も
必
要
な
取
り
組
み
だ
。「
指
針
」
の

作
成
過
程
で
も
「
企
業
は
社
会
か
ら
認

め
ら
れ
る
た
め
に
決
算
公
告
な
ど
の
情

報
公
開
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。
税
金

に
支
え
ら
れ
て
い
る
大
学
は
、
企
業
以

上
に
情
報
公
開
を
進
め
る
べ
き
」
と
の

企
業
人
委
員
か
ら
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　
情
報
公
表
に
よ
り
得
ら
れ
た
社
会
か

ら
の
信
頼
は
、
学
生
募
集
に
も
好
影
響

を
与
え
る
。
東
北
公
益
文
科
大
学
は
、

地
域
志
向
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
過

程
や
成
果
、
在
学
生
の
成
長
の
様
子
な

ど
を
発
信
し
、
高
校
か
ら
の
信
頼
を
獲

得
。
定
員
未
充
足
か
ら
脱
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
期
せ
ず
し
て
、
教
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
契
機
を
大
学
に
与

え
て
い
る
。
ま
ず
、
授
業
は
教
員
の
も

の
と
い
う
〝
聖
域
〞
の
開
放
。
コ
ロ
ナ

禍
で
始
ま
っ
た
遠
隔
授
業
は
職
員
の
支

援
や
他
教
員
と
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
。
授
業
手
法
も

多
様
化
し
た
今
こ
そ
、
教
職
協
働
の
新

た
な
教
育
の
形
に
取
り
組
む
時
機
だ
。

　
次
に
、
教
育
効
果
の
比
較
タ
イ
ミ
ン

グ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
遠
隔
授
業
と

そ
れ
以
前
の
対
面
授
業
と
の
間
に
、
ど

職
員
を
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
ご
と
の
設
置
が
理
想
的
だ
。

　
常
設
の
委
員
会
で
担
う
場
合
、
組
織

づ
く
り
の
労
力
は
不
要
な
反
面
、
既
存

の
業
務
よ
り
優
先
順
位
が
下
が
っ
た
り
、

輪
番
制
だ
と
思
い
切
っ
た
改
革
に
取
り

組
み
に
く
い
傾
向
が
あ
る
。た
だ
し「
規

模
が
小
さ
く
て
も
既
存
組
織
で
い
っ
た

ん
取
り
組
み
、
教
育
改
善
の
実
績
を
つ

く
っ
て
か
ら
、
新
た
な
組
織
や
予
算
を

つ
け
た
ほ
う
が
浸
透
し
や
す
い
」（
関

西
大
学
）
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

　
認
証
評
価
に
向
け
て
「
内
部
質
保
証

委
員
会
」
を
新
設
す
る
場
合
は
注
意
が

必
要
だ
。
既
存
の
教
学
系
組
織
と
の
役

割
分
担
が
明
確
で
な
い
と
、
名
ば
か
り

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
現
場
が
混
乱

し
た
り
す
る
か
ら
だ
。

　
な
お
、
取
材
し
た
５
大
学
も
そ
れ
ぞ

れ
の
組
織
文
化
に
よ
り
体
制
は
異
な

る
。【
図
表
５
】
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

　
今
号
の
取
材
対
象
者
の
多
く
が
、「
教

学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
門
家
は
存
在
し

な
い
だ
ろ
う
」
と
口
を
そ
ろ
え
た
。
そ

し
て
同
じ
く
よ
く
聞
か
れ
た
の
が
「
専

門
性
よ
り
、
推
進
力
の
方
が
重
要
」
と

の
声
だ
。
学
修
成
果
の
デ
ー
タ
分
析
も

単
純
な
ク
ロ
ス
集
計
程
度
で
も
、
議
論

の
種
は
十
分
に
つ
く
れ
る
。
障
壁
は
む

し
ろ
、「
考
え
方
が
浸
透
し
な
い
」「
協

力
が
得
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た
組
織
に

関
す
る
問
題
の
よ
う
だ
。
な
お
取
り
組

み
が
先
行
す
る
大
学
は
、
自
学
の
組
織

文
化
に
通
じ
、
こ
と
が
ス
ム
ー
ズ
に
運

ぶ
よ
う
に
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

職
員
の
活
躍
が
め
だ
つ
。

　
成
蹊
大
学
は
「
自
学
に
な
い
ノ
ウ
ハ

ウ
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の
都
度
、
他

大
学
や
企
業
を
頼
っ
て
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
を

行
う
」
と
の
考
え
だ
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

作
成
に
困
っ
た
ら
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
困
っ
た
ら
テ
ス
ト
理

論
の
専
門
家
を
招
聘
し
、
そ
の
知
見
を

議
論
の
き
っ
か
け
と
す
れ
ば
よ
い
。

　
Ｄ
Ｐ
の
達
成
は
、授
業
だ
け
で
な
く
、

入
学
前
の
学
生
募
集
か
ら
課
外
活
動
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
至
る
ま
で
、
大
学
の

全
運
営
活
動
の
集
大
成
だ
。そ
れ
ゆ
え
、

職
員
の
参
画
な
き
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
あ
り
え
な
い
と
断
言
し
た
い
。
こ
こ

で
は
、
特
に
Ｑ
７
で
も
紹
介
し
た
推
進

力
と
な
る
職
員
の
役
割
に
つ
い
て
、
取

材
を
基
に
紹
介
す
る
【
図
表
６
】。

　
①
情
報
を
収
集
、
分
析
し
、
教
員
に

共
有
す
る
役
割
。
東
邦
大
学
で
は
学
長

室
の
職
員
が
学
長
の
意
向
を
く
み
取

り
、
文
部
科
学
省
の
委
員
会
の
ネ
ッ
ト

配
信
や
議
事
録
を
聴
講
、
各
学
部
に
共

有
し
て
い
る
。「
指
針
」
へ
の
教
員
の

疑
問
な
ど
も
職
員
が
対
応
し
て
い
る
。

　
他
大
学
の
先
行
事
例
の
収
集
も
重
要

だ
。
教
員
は
授
業
の
プ
ロ
だ
が
教
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
で
は
な
い
の
で
、

職
員
の
知
見
が
取
り
組
み
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
と
な
る
。「
自
学
の
あ
る
べ
き
姿

を
客
観
的
に
捉
え
る
た
め
に
も
、
自
学

で
全
て
を
賄
う
の
で
は
な
く
、
積
極
的

に
外
部
の
知
見
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

職
員
が
   ＊4
　大
学
Ｉ
Ｒ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

や
、
連
携
先
の
大
学
と
の
交
流
で
先
行

事
例
を
学
ん
で
い
る
」（
成
蹊
大
学
）。

　
②
Ｉ
Ｒ
の
役
割
。「
学
内
の
動
向
に

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
教
員
が
必
要

と
し
そ
う
な
デ
ー
タ
や
資
料
を
先
回
り

し
て
準
備
し
て
い
る
。ま
た
日
常
的
に
、

デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
教
員
と
意
見
を
交
換
し
て
い
る
」（
関

西
大
学
、
成
蹊
大
学
）。

　
③
学
部
・
学
科
間
、
部
署
間
の
連
携
・

調
整
を
す
る
役
割
。
特
に
大
規
模
大
学

に
お
い
て
は
、
他
の
学
部
や
部
署
に
お

け
る
先
行
事
例
を
紹
介
す
る
と
い
っ

た
、部
局
を
横
断
す
る
役
割
が
重
要
だ
。

　
な
お
、
職
員
に
こ
う
し
た
活
躍
の
場

を
用
意
し
、
職
員
と
協
働
す
る
よ
う
教

員
に
促
す
の
は
ト
ッ
プ
の
仕
事
だ
。「
執

行
部
が
教
職
協
働
の
体
制
で
な
け
れ

ば
、
現
場
に
教
職
協
働
を
命
じ
て
も
効

果
は
な
く
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
な

し
得
な
い
」（
大
学
行
政
管
理
学
会
杉

原
氏
）。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
究
極
の
目
的

は
、
学
生
が
学
修
成
果
を
把
握
し
、
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
し
て
成
長
す
る
し
く

み
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
れ
が
で
き
て
い

る
か
を
学
生
に
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
手
法
は
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト

が
一
般
的
だ
が
、
学
生
が
自
身
の
能
力

の
伸
長
／
不
足
を
示
す
エ
ビ
デ
ン
ス

（
＝
自
己
評
価
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
）

を
基
に
、
受
け
た
教
育
に
つ
い
て
述
べ

る
形
の
聴
取
の
ほ
う
が
、
彼
ら
の
リ
フ

れ
だ
け
質
や
成
果
の
差
が
あ
る
の
か

は
、検
証
に
足
る
テ
ー
マ
で
は
な
い
か
。

　
社
会
が
大
学
教
育
に
注
目
し
て
い
る

点
も
見
逃
せ
な
い
。
休
校
措
置
や
授
業

方
式
の
変
更
等
に
よ
り
、
学
生
や
保
護

者
の
不
満
が
報
道
さ
れ
た
。
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
内
容
と
は
い
え
、
大
学
の
教
育
が

世
間
か
ら
注
目
を
集
め
る
こ
と
は
そ
う

そ
う
な
い
。
注
目
が
高
い
今
こ
そ
、
教

育
改
善
の
ア
ピ
ー
ル
に
適
し
て
い
る
。

に
よ
っ
て
違
っ
て
い
い
。肝
心
な
の
は
、

項
目
同
士
の
関
連
性
を
意
識
し
て
取
り

組
む
こ
と
。「
指
針
」
の
各
文
章
の
文

末
は
「
必
要
」「
期
待
」「
考
え
ら
れ
る
」

の
３
段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、
優
先
度

の
目
安
に
な
る
が
【
図
表
４
】、「
必
要
」

の
項
目
の
み
を
実
行
し
て
も
、Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
の
歯
車
は
回
ら
な
い
。
例
え
ば
、
明

確
な
学
修
目
標
の
設
定
が
な
い
ま
ま
、

学
修
成
果
の
可
視
化
の
た
め
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
も
、
出
た
デ
ー
タ
の

使
い
よ
う
が
な
い
。
求
め
ら
れ
る
の
は

あ
く
ま
で
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」。
自
学

に
と
っ
て
本
当
に
「
必
要
」
な
項
目
に

つ
い
て
、
項
目
同
士
の
連
携
を
意
識
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
だ
。

　
ち
な
み
に
今
号
で
取
材
し
た
５
大
学

の
取
り
組
み
状
況
を
見
る
と
、
や
や
手

薄
だ
っ
た
の
が
「
望
ま
し
い
教
職
員
像

の
定
義
と
共
有
」「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層

へ
の
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
」「
Ｄ
Ｐ
達
成
状
況
を

学
生
が
語
れ
る
よ
う
に
す
る
」
な
ど

だ
っ
た
。
前
者
２
つ
の
人
材
育
成
に
つ

い
て
は
、
学
生
へ
の
教
育
と
同
様
、
職

能
開
発
の
新
た
な
し
く
み
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
後
者
の
「
学
生
が

語
れ
る
よ
う
に
す
る
」
に
つ
い
て
は
、

東
北
公
益
文
科
大
学
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
も
と
に
年
２
回
の
面
談
を
実
施
、
関

西
大
学
で
は
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
形
式

で
達
成
度
を
学
生
に
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ

自
覚
を
促
す
工
夫
を
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、「
指
針
」
の
内
容
が
自
学
で

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
読
む
と
よ
い
だ
ろ
う
。Ⅰ
〜

Ⅴ
の
各
フ
ェ
ー
ズ
に
は
、
成
功
例
と
、

あ
り
が
ち
な
課
題
が
書
か
れ
て
い
る
。

で
き
て
い
な
い
こ
と
や
思
い
当
た
る
課

題
に
つ
い
て
、
対
処
を
考
え
た
い
。

　「
指
針
」
の
「
概
要
」、
い
わ
ゆ
る
ポ

ン
チ
絵
【
図
表
３
】
に
つ
い
て
は
、
学

位
プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ベ
ル
の
歯
車
の
大
き

さ
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
レ
ベ
ル
の
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
が
回
る
と
、授
業
科
目
レ
ベ
ル
、

大
学
全
体
レ
ベ
ル
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
も
回
る

こ
と
を
示
す
。
こ
の
こ
と
か
ら「『
指
針
』

は
特
に
学
部
長
に
読
ん
で
ほ
し
い
」と
、

作
成
委
員
を
務
め
た
共
愛
学
園
前
橋
国

際
大
学
の
大
森
学
長
は
言
う
。
東
邦
大

学
は
こ
の
レ
ベ
ル
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
重
視

し
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
型
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
学
部
ご
と
に
設
け
て
い
る
。

　
読
み
進
む
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問

が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。多
く
の
場
合
、「
指

針
」
作
成
過
程
の
議
論
に
答
え
が
あ
る
。

「
指
針
」
の
「
は
じ
め
に
」「
お
わ
り
に
」

や
、
   ＊3
　教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
別
委
員

会
の
議
事
録
が
参
考
に
な
る
。
ま
た
、

現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
   ＊3
　質
保
証
シ
ス

テ
ム
部
会
の
議
事
録
も
読
む
と
、
今
後

求
め
ら
れ
る
方
向
性
が
わ
か
る
。

　
文
科
省
は
   ＊3
　事
例
集
や
解
説
動
画
も

公
開
し
て
い
る
の
で
参
考
に
し
た
い
。

　「
指
針
」
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
い

の
で
、
実
行
す
る
項
目
や
方
法
は
大
学

　
ま
ず
、「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
各

部
局
の
取
り
組
み
の
集
大
成
」（
大
森

学
長
）
な
の
で
、
全
部
局
と
連
携
が
取

れ
る
組
織
で
あ
る
こ
と
が
条
件
。
教
務

だ
け
、Ｉ
Ｒ
だ
け
、
と
い
う
体
制
は
あ

り
得
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
実
際
に
教

育
改
善
に
取
り
組
む
実
務
者
レ
ベ
ル
の

メ
ン
バ
ー
を
入
れ
る
こ
と
。
例
え
ば
東

北
公
益
文
科
大
学
で
は
、
実
行
計
画
を

各
セ
ン
タ
ー
が
担
う
だ
け
で
な
く
、
自

己
点
検
シ
ー
ト
の
作
成
に
極
力
多
く
の

教
職
員
が
関
わ
る
こ
と
で
、
全
教
職
員

の
参
画
を
促
し
て
い
る
。

　
組
織
の
形
態
は
、
新
規
組
織
の
設
置

と
既
存
組
織
の
活
用
、
ど
ち
ら
も
一
長

一
短
あ
る
。
新
規
の
場
合
は
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
型
の
Ｗ
Ｇ
を
勧
め
た
い
。
組

織
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
が
明
確
だ
か

ら
だ
。
そ
の
際
は
実
務
者
レ
ベ
ル
の
教

レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
役
立
つ
。
実
際
、
学

修
成
果
の
一
部
で
あ
る
汎
用
的
能
力
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
を
前
に
、
学
生
と

教
員
が
面
談
す
る
大
学
も
あ
る
。

　
ま
た
、
東
邦
大
学
医
学
部
は
、
学
生

が
教
育
上
の
要
望
を
大
学
に
提
言
す
る

「
学
生
教
育
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い

る
。
各
学
年
の
代
表
学
生
が
月
１
回
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
担
当
の
教
員
に
授

業
内
容
や
科
目
編
成
へ
の
要
望
を
提

言
。
学
生
と
教
員
が
一
緒
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
つ
く
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

ち
な
み
に
欧
州
で
は
認
証
評
価
機
関
に

学
生
が
参
画
す
る
こ
と
が
一
般
的
だ
。

　
学
修
成
果
の
可
視
化
が
教
学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
要
と
は
い
え
、
い
き
な
り
そ

こ
か
ら
始
め
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
導
入

し
て
も
、目
的
が
不
明
で
あ
れ
ば
、デ
ー

タ
を
見
て
お
し
ま
い
、に
な
り
が
ち
だ
。

途
中
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら
始
め
る
と
、
取

り
組
み
同
士
の
つ
な
が
り
が
な
い
た

め
、結
果
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
な
ら
な
い
。

回
り
道
の
よ
う
で
も
、「
指
針
」
で
言

え
ば
Ⅰ
の
「
Ｄ
Ｐ
を
起
点
と
し
た
学
修

目
標
の
具
体
化
」
か
ら
進
め
よ
う
。

　
そ
も
そ
も
Ｄ
Ｐ
自
体
に
課
題
が
あ
る

大
学
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
東
邦
大

学
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
作
成
の

た
め
に
各
学
部
で
Ｄ
Ｐ
を
能
力
別
に
分

解
・
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
抽
象
的
で
測

定
が
難
し
か
っ
た
り
、
内
容
が
重
複
し

た
り
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
け
た
と
い

う
。Ｄ
Ｐ
は
構
成
員
全
員
が
め
ざ
す
目
標

な
の
で
、
こ
れ
が
妥
当
な
も
の
と
し
て

教
職
員
、
学
生
に
共
有
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
進
め
ら

れ
な
い
。「
指
針
」
と
、
取
材
し
た
大
学

の
取
り
組
み
を
基
に
し
た
進
め
方
の
手

順
を
【
図
表
８
】
に
ま
と
め
た
。
前
の

ス
テ
ッ
プ
の
取
り
組
み
を
次
の
ス
テ
ッ

プ
で
活
用
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
１
つ
ず
つ
着
実
に
進
め
よ
う
。

　
コ
ツ
の
１
つ
は
、ビ
ッ
グ
ワ
ー
ド（
い

ろ
い
ろ
な
意
味
を
内
包
す
る
抽
象
的
な

言
葉
）
を
使
わ
な
い
こ
と
。
人
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
で
き
て
し
ま

い
、
測
定
が
し
に
く
い
か
ら
だ
。
あ
る

程
度
の
共
通
理
解
が
で
き
る
言
葉
ま
で

具
体
化
、
細
分
化
し
よ
う
。「
学
士
力
」

「
社
会
人
基
礎
力
」
な
ど
が
参
考
に
な

る
。
東
北
公
益
文
科
大
学
の
よ
う
に
、

就
職
先
の
企
業
１
５
０
社
に
聞
い
た
、

入
社
段
階
で
必
要
な
力
を
参
考
に
、
４

つ
の
Ｄ
Ｐ
を
22
の
学
修
目
標
に
分
解
す

る
手
法
も
あ
る
【
図
表
９
】。

　
も
う
１
つ
の
コ
ツ
は
、
一
文
に
入
れ

る
能
力
要
素
を
少
な
く
す
る
こ
と
。
複

数
の
能
力
要
素
を
入
れ
る
と
、
測
定
対

象
が
ぼ
や
け
て
し
ま
う
。
１
つ
の
Ｄ
Ｐ

を
分
解
し
、
具
体
的
な
学
修
目
標
を
複

数
設
定
す
る
整
理
の
し
か
た
（
Ｄ
Ｐ
１

－

１
、
２
、
３
／
Ｄ
Ｐ
２

－

１
、
２
、

３
…
）
が
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
も
、
ま
ず
は
教
学
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
現
場

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
だ
。
執
行

部
に
と
っ
て
は
中
長
期
計
画
、
認
証
評

価
と
い
っ
た
〝
大
目
標
〞
が
教
学
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
動
機
と
な
る
が
、
大

き
す
ぎ
る
目
標
は
、
現
場
の
教
員
に
は

現
実
感
が
乏
し
い
。Ｑ
６
で
述
べ
た
よ

う
に
、
統
括
組
織
に
実
務
者
レ
ベ
ル
の

教
員
を
含
め
、
大
目
標
を
中
目
標
、
小

目
標
に
細
分
化
し
て
現
場
に
伝
え
る
役

を
果
た
し
て
も
ら
う
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　
特
に
大
規
模
大
学
は
足
並
み
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
一
部
の
学
部
か
ら
、
徐
々
に

広
げ
る
手
法
も
有
効
だ
。
関
西
大
学
は

Ｉ
Ｒ
が
提
供
す
る
デ
ー
タ
の
活
用
を
、

賛
同
が
得
ら
れ
た
学
部
・
学
科
か
ら
開

始
。
利
点
が
知
ら
れ
る
に
つ
れ
、学
部
・

学
科
か
ら
の
分
析
、
デ
ー
タ
活
用
の
依

頼
が
増
え
て
い
る
。

　
大
学
全
体
レ
ベ
ル
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
は
、
職
員
の
活
躍
が
不
可
欠
だ
。
東

邦
大
学
で
は
統
括
組
織
に
各
部
局
の
状

況
を
報
告
し
適
宜
調
整
を
促
し
た
り
、

よ
い
取
り
組
み
は
他
の
学
部
に
も
共
有

し
た
り
す
る
ほ
か
、Ｄ
Ｐ
な
ど
を
整
理

す
る
統
一
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
各
部
に
提

供
し
、
全
学
部
の
レ
ベ
ル
を
整
え
る
努

力
を
し
て
い
る
。【
図
表
10
】
の
解
決

ア
イ
デ
ア
例
も
参
考
に
さ
れ
た
い
。

　
参
加
す
る
こ
と
で
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
速
度
と
質
が
上
が
る
研
修
、
つ
ま

り
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
自
学
の
具

体
的
な
課
題
解
決
や
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

目
的
と
し
た
内
容
、
設
計
に
す
る
こ
と

が
大
切
だ
。
実
施
す
る
こ
と
自
体
が
目

的
の
研
修
や
、
知
識
イ
ン
プ
ッ
ト
の
勉

強
会
で
は
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
。

　
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
は
Ｆ
Ｄ
と

し
て
、
実
際
に
使
う
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

作
成
し
た
。
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
１

ス
テ
ッ
プ
進
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
教
員

の
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
そ
の
も
の
へ
の

理
解
が
進
ん
で
コ
ミ
ッ
ト
が
高
ま
る
な

ど
、
一
石
何
鳥
も
の
効
果
が
あ
っ
た
と

い
う
。「
こ
れ
か
ら
の
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
は
、Ｄ

Ｐ
達
成
の
た
め
の
人
材
育
成
の
一
環
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
だ
」（
大
森
学
長
）。

　
上
手
に
活
用
す
れ
ば
、
学
修
者
本
位

の
教
育
に
向
け
た
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
し
や
す
く
な
る
。
例
え
ば
現
状
の
可

視
化
は「
結
果
」が
中
心
で
、学
修
の「
過

程
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
の
が
難
し

い
が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
う
と
遠
隔

授
業
の
視
聴
時
間
や
図
書
館
の
入
退
室

時
間
な
ど
、「
過
程
」
で
あ
る
学
生
の
行

動
デ
ー
タ
が
取
得
可
能
だ
。
結
果
と
過

程
を
セ
ッ
ト
で
分
析
す
る
こ
と
で
、
個

別
最
適
な
学
び
を
実
現
し
や
す
く
な
る
。

学
生
一
人
ひ
と
り
の
観
察
が
難
し
い
大

規
模
大
学
で
は
特
に
有
効
だ
ろ
う
。

　
あ
る
い
は
一
部
の
教
職
員
し
か
持
た

な
い
専
門
技
術
を
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
れ

ば
、
そ
の
専
門
性
が
組
織
全
体
の
も
の

と
な
る
。
例
え
ば
金
沢
工
業
大
学
は
、

Ｉ
Ｒ
が
提
供
す
る
デ
ー
タ
を
基
に
教
職

員
が
学
生
の
修
学
や
進
路
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
し
く
み
に
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
て
い
る
。

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
学
生
の
発
見
や

デ
ー
タ
の
解
釈
、
助
言
の
し
か
た
は
個

人
差
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
精
度
を
Ａ
Ｉ

に
よ
っ
て
標
準
化
す
る
の
が
狙
い
だ
。

　
加
え
て
同
大
学
で
は
、ｅ
シ
ラ
バ
ス

の
活
用
に
よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
し
く
み
を
整
え
て
い

る
。
シ
ラ
バ
ス
は
全
教
員
、
全
学
生
に

開
放
し
、
適
宜
科
目
担
当
者
が
授
業
を

よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
情
報
や
コ
ン
テ

ン
ツ
を
追
加
入
力
し
て
い
る
。
こ
れ
ぞ

究
極
の
「
み
ん
な
で
回
す
教
学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」の
一
つ
の
形
と
言
え
そ
う
だ
。

　
コ
ロ
ナ
下
で
の
教
育
の
混
乱
に
よ
る

一
部
学
生
等
の
不
満
が
マ
ス
コ
ミ
で
報

道
さ
れ
、
大
学
教
育
に
つ
い
て
社
会
の

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
今
こ
そ
自
学

の
教
育
力
を
積
極
的
に
広
報
し
た
い
。

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
え
ば
、
期
待

通
り
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
現
実

も
見
え
て
く
る
。
そ
の
と
き
、
事
実
を

隠
さ
ず
、
改
善
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン

と
共
に
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
公
表
す
べ

き
だ
。
プ
ラ
ス
面
ば
か
り
を
恣
意
的
に

選
ん
で
紹
介
す
る
よ
り
社
会
に
好
感
を

持
た
れ
る
だ
ろ
う
。
金
沢
工
業
大
学
は

退
学
率
の
推
移
、
海
外
研
修
利
用
者
の

少
な
さ
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報

も
含
め
、Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
で
多
様
な

教
育
情
報
を
公
開
し
て
い
る
。「
要
改

善
点
も
含
め
て
オ
ー
プ
ン
に
し
な
い

と
、
社
会
か
ら
の
信
頼
を
得
ら
れ
ず
、

本
学
の
教
育
の
柱
で
あ
る
産
学
連
携
が

成
立
し
な
い
」
と
の
理
由
か
ら
だ
。

　
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
や
、
東
北

公
益
文
科
大
学
の
よ
う
に
、
定
員
未
充

足
に
陥
っ
た
際
、
自
学
の
教
育
を
真
摯

に
見
直
し
、
成
果
を
積
極
的
に
高
校
に

伝
え
続
け
る
こ
と
が
、
学
生
募
集
の
安

定
化
に
つ
な
が
っ
た
例
も
あ
る
。
学
生

募
集
の
み
な
ら
ず
、
今
後
大
学
に
は
、

地
域
や
企
業
と
共
に
社
会
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
情

報
公
表
は
社
会
と
の
連
携
の
ベ
ー
ス
と

な
る
手
段
だ
。
社
会
に
と
っ
て
価
値
の

あ
る
教
育
を
求
め
、
改
善
し
続
け
る
機

関
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
。

＊「指針」および各大学への取材内容に基づいて編集部にて作成

10

何
か
ら
ど
ん
な
手
順
で

進
め
る
？

「
と
り
あ
え
ず
可
視
化
」
は
失

敗
し
や
す
い
。「
指
針
」
の
順
番

通
り
に
進
め
る
の
が
早
道
。

A

11

Ｄ
Ｐ
や
学
修
目
標
の

記
述
の
コ
ツ
は
？

測
れ
る
能
力
に
な
る
ま
で
、

具
体
化
、
細
分
化
す
る
。

A12

執
行
部
は
熱
心
だ
が
、

現
場
が
消
極
的
／
学
部

に
よ
り
差
が
あ
る
。

現
場
の
巻
き
込
み
と
全
学
の
潤

滑
油
と
し
て
の
職
員
の
働
き
が
鍵
。

A
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特集  みんなで回そう！ 教学マネジメント

実効性×教学マネジメント

　認証評価に対応するため、補助金獲得のため、といった理由

で教学マネジメントに取り組む大学は多いでしょう。それ自体に

問題はありませんが、せっかくリソースを使うのであれば、その場し

のぎで形だけを整えるのではなく、教育の質を高め、受験生や社

会から信頼が寄せられる、実効性のある取り組みにしませんか。

　改善行動につなげる工夫の一つが、常に学内に向けて、議

論の種を提供するよう心がけることです。例えばカリキュラムマッ

プは、単に作成するだけでは何の意味もなく、「現状のカリキュラ

ムでは達成できないＤＰがある」といった気づきを議論の俎上に

上げるためのものです。各ＤＰの達成度を可視化した後にカリ

キュラムマップと照らし合わせれば、ＤＰ達成に寄与している／し

ていない科目を知る目安となり、授業内容やカリキュラムを改善

するきっかけがつくれるでしょう。

　ＩＲにおいては、どのデータ同士を掛け合わせると課題が可視

化できるかの見通しが肝心です。もしせっかく出したデータで教

員が議論しにくいようなら、それは仮説なき分析により、「何を説

明したいのか不明なデータ」を提供しているせいかもしれません。

その仮説を形成するのは、日ごろの教職員間のコミュニケーショ

ンです。重回帰分析など、高度な分析をせずとも、クロス集計か

らでも十分に議論の種は生まれます。

　「学修成果の可視化」の主体は学生です。成果の測定基準

となるＤＰやルーブリックは、大学側が設定して終わりではなく、

木村 英司

（株）ベネッセｉ－キャリア
教育事業本部

学生が常に意識する存在であるべきです。でなければ、身に付

いた力を本人が実感することもできません。定期的に達成度を

確認させる手段として自己評価は有効な手段ですが、本人が結

果を自覚し、内省することが最優先。大学はあくまで、可視化され

た結果を教育改善に使う立場であり、調査が主目的にならない

ように注意してください。

　教育改善の手段としてＦＤ・ＳＤがありますが、何となく役立ち

そうなことを漠然と学んでも、使う機会は訪れません。「目の前

の、この課題を解決する」という明確な目的が必要です。課題が

見えていなければ、どんなＦＤ・ＳＤが必要なのかがわかりません。

教学マネジメントに真摯に取り組むと、その過程で検討課題が

明らかになるケースが多いです。その課題を解消するための取り

組みとしてＦＤ・ＳＤを行うとよいでしょう。なお、データ分析から課

題を見出す際には、生産性や決断力を高めるために企業等で

使われる、ООＤＡ（ウーダ）ループ［Observe（観察）→Orient

（方向づけ）→Decide（決断）→Act（行動）］というフレームワー

クが参考になります。ＰＤＣＡのように計画を立ててから行動する

のではなく、まず状況を知るためのデータを集め、価値判断がで

きる形に加工し、意思決定をする。短期間でサイクルを回すこと

ができ、状況の変化にも対応しやすい点がメリットです。

　こうして見つけた課題と、その解消に向けた一連の行動こそ

が教学マネジメントです。この歯車が回れば、教育は恒常的によ

くなっていきます。このように常に課題を洗い出し、今現在、改善

に向けて努力を重ねる組織は、社会から支持を得られるでしょう。

なぜその教学マネジメントは
教育改善・改革につながらないのか
議論の種をつくれていない

解決すべき課題が見えていない

学生にＤＰを共有できていない

きむらえいじ●2013年（株）ベ
ネッセコーポレーション入社。高
校 教 育 支 援に携わった後 、
2016年より大学の教育改革
支援を担当。教学領域における
ＰＤＣＡ設計支援を多数実施。

【図表11】ＦＤ・ＳＤのこれまでとこれから 

これまで これから

位置付け

目的

やり方

成果

授業技術の
改善

実施すること
自体

知識や事例の
インプット中心

各教職員に
よる

学生のDP達成
を支援する
人材育成

特定の課題
解決のため

アウトプット中心

ＤＰ達成を
支援する
能力向上

ルーブリックの
つくり方等

教職員の意識

変化への対応

学修データ

学生への対応

専門性

現 状 デジタル化

【図表12】教学マネジメントへのデジタル活用のメリット

授業は担当教員の聖域

しにくく、スピードは遅い

結果のデータ中心

個別対応に手間がかかる

属人的

授業は大学全体でよくするもの

適宜、早い対応が可能

過程のデータも収集可能

個別対応がしやすくなる

標準化

A 

〝
掲
げ
て
い
る
だ
け
〞
の
Ｄ
Ｐ

に
し
な
い
た
め
の
し
く
み
。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
（
以
下
、

「
指
針
」）
に
よ
る
定
義
は
、「
大
学
が

そ
の
教
育
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
行

う
管
理
運
営
」。
教
育
は
大
学
の
最
重

要
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、「
自
ら
の
責

任
で
自
大
学
の
諸
活
動
に
つ
い
て
点

検
・
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と

に
改
革
・
改
善
に
努
め
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
そ
の
質
を
自
ら
保
証
す
る
」
と
い

う
内
部
質
保
証
の
有
効
な
手
段
、
そ
れ

が
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
。

　「
指
針
」の
記
述
を
よ
り
具
体
的
な
言

葉
に
す
る
と
、「
デ
ィ
プ
ロ
マ・ポ
リ
シ
ー

（
Ｄ
Ｐ
）
等
の
教
育
目
標
を
適
切
に
設

定
し
て
達
成
度
を
測
定
し
、
測
定
結
果

に
応
じ
た
改
善
活
動
を
行
う
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
流
れ
を
公
表
す
る
こ
と
」
と

な
ろ
う
。
こ
の
し
く
み
が
な
け
れ
ば
、

Ｄ
Ｐ
は
〝
た
だ
掲
げ
て
い
る
だ
け
〞
だ
。

　「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
答
申
」
で
掲

げ
ら
れ
た
「
学
修
者
本
位
の
教
育
へ
の

転
換
」
の
実
現
に
向
け
て
も
教
学
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
将

来
予
測
が
困
難
な
時
代
に
向
け
て
大
学

は
、
卒
業
後
も
常
に
学
び
続
け
る
自
律

的
な
学
修
者
を
育
て
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
学
修
者
本
人
が
、

何
が
身
に
付
い
た
の
か
を
実
感
で
き
る

し
く
み
が
必
要
、
と
い
う
わ
け
だ
。

　
調
査
に
よ
れ
ば
、
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

の
達
成
状
況
を
点
検
・
評
価
す
る
大
学

は
約
８
割
に
上
る
が
、
評
価
尺
度
ま
で

定
め
た
大
学
は
半
数
以
下
【
図
表
１
】。

教
学
の
質
保
証
は
道
半
ば
と
い
う
現
状

が
、「
指
針
」
作
成
の
背
景
に
は
あ
る
。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
に
法
的

義
務
は
な
い
が
、
内
部
質
保
証
の
有
効

な
手
段
で
あ
る
な
ど
、
教
育
の
改
善
に

は
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み
だ
。

　
経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
回
す
こ
と
に
よ
り
科
目
の
再
編

や
教
育
手
法
の
改
善
が
し
や
す
く
な

る
。「
社
会
が
変
化
す
る
中
、
人
材
輩

出
機
関
と
し
て
、
変
化
に
応
じ
た
教
育

を
行
う
し
く
み
と
し
て
必
然
」（
金
沢

工
業
大
学
大
澤
学
長
）。
ま
た
こ
れ
に

取
り
組
む
こ
と
自
体
が
、
教
職
員
の
仕

事
へ
の
目
的
意
識
を
高
め
、
自
律
的
な

改
善
行
動
を
促
す
と
い
う
「
参
画
意
識

や
組
織
力
の
向
上
」（
共
愛
学
園
前
橋

国
際
大
学
大
森
学
長
）に
も
つ
な
が
る
。

　
社
会
に
説
明
責
任
を
果
た
す
意
味
で

も
必
要
な
取
り
組
み
だ
。「
指
針
」
の

作
成
過
程
で
も
「
企
業
は
社
会
か
ら
認

め
ら
れ
る
た
め
に
決
算
公
告
な
ど
の
情

報
公
開
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。
税
金

に
支
え
ら
れ
て
い
る
大
学
は
、
企
業
以

上
に
情
報
公
開
を
進
め
る
べ
き
」
と
の

企
業
人
委
員
か
ら
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　
情
報
公
表
に
よ
り
得
ら
れ
た
社
会
か

ら
の
信
頼
は
、
学
生
募
集
に
も
好
影
響

を
与
え
る
。
東
北
公
益
文
科
大
学
は
、

地
域
志
向
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
過

程
や
成
果
、
在
学
生
の
成
長
の
様
子
な

ど
を
発
信
し
、
高
校
か
ら
の
信
頼
を
獲

得
。
定
員
未
充
足
か
ら
脱
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
期
せ
ず
し
て
、
教
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
契
機
を
大
学
に
与

え
て
い
る
。
ま
ず
、
授
業
は
教
員
の
も

の
と
い
う
〝
聖
域
〞
の
開
放
。
コ
ロ
ナ

禍
で
始
ま
っ
た
遠
隔
授
業
は
職
員
の
支

援
や
他
教
員
と
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
。
授
業
手
法
も

多
様
化
し
た
今
こ
そ
、
教
職
協
働
の
新

た
な
教
育
の
形
に
取
り
組
む
時
機
だ
。

　
次
に
、
教
育
効
果
の
比
較
タ
イ
ミ
ン

グ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
遠
隔
授
業
と

そ
れ
以
前
の
対
面
授
業
と
の
間
に
、
ど

職
員
を
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
ご
と
の
設
置
が
理
想
的
だ
。

　
常
設
の
委
員
会
で
担
う
場
合
、
組
織

づ
く
り
の
労
力
は
不
要
な
反
面
、
既
存

の
業
務
よ
り
優
先
順
位
が
下
が
っ
た
り
、

輪
番
制
だ
と
思
い
切
っ
た
改
革
に
取
り

組
み
に
く
い
傾
向
が
あ
る
。た
だ
し「
規

模
が
小
さ
く
て
も
既
存
組
織
で
い
っ
た

ん
取
り
組
み
、
教
育
改
善
の
実
績
を
つ

く
っ
て
か
ら
、
新
た
な
組
織
や
予
算
を

つ
け
た
ほ
う
が
浸
透
し
や
す
い
」（
関

西
大
学
）
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

　
認
証
評
価
に
向
け
て
「
内
部
質
保
証

委
員
会
」
を
新
設
す
る
場
合
は
注
意
が

必
要
だ
。
既
存
の
教
学
系
組
織
と
の
役

割
分
担
が
明
確
で
な
い
と
、
名
ば
か
り

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
現
場
が
混
乱

し
た
り
す
る
か
ら
だ
。

　
な
お
、
取
材
し
た
５
大
学
も
そ
れ
ぞ

れ
の
組
織
文
化
に
よ
り
体
制
は
異
な

る
。【
図
表
５
】
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

　
今
号
の
取
材
対
象
者
の
多
く
が
、「
教

学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
門
家
は
存
在
し

な
い
だ
ろ
う
」
と
口
を
そ
ろ
え
た
。
そ

し
て
同
じ
く
よ
く
聞
か
れ
た
の
が
「
専

門
性
よ
り
、
推
進
力
の
方
が
重
要
」
と

の
声
だ
。
学
修
成
果
の
デ
ー
タ
分
析
も

単
純
な
ク
ロ
ス
集
計
程
度
で
も
、
議
論

の
種
は
十
分
に
つ
く
れ
る
。
障
壁
は
む

し
ろ
、「
考
え
方
が
浸
透
し
な
い
」「
協

力
が
得
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た
組
織
に

関
す
る
問
題
の
よ
う
だ
。
な
お
取
り
組

み
が
先
行
す
る
大
学
は
、
自
学
の
組
織

文
化
に
通
じ
、
こ
と
が
ス
ム
ー
ズ
に
運

ぶ
よ
う
に
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

職
員
の
活
躍
が
め
だ
つ
。

　
成
蹊
大
学
は
「
自
学
に
な
い
ノ
ウ
ハ

ウ
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の
都
度
、
他

大
学
や
企
業
を
頼
っ
て
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
を

行
う
」
と
の
考
え
だ
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

作
成
に
困
っ
た
ら
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
困
っ
た
ら
テ
ス
ト
理

論
の
専
門
家
を
招
聘
し
、
そ
の
知
見
を

議
論
の
き
っ
か
け
と
す
れ
ば
よ
い
。

　
Ｄ
Ｐ
の
達
成
は
、授
業
だ
け
で
な
く
、

入
学
前
の
学
生
募
集
か
ら
課
外
活
動
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
至
る
ま
で
、
大
学
の

全
運
営
活
動
の
集
大
成
だ
。そ
れ
ゆ
え
、

職
員
の
参
画
な
き
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
あ
り
え
な
い
と
断
言
し
た
い
。
こ
こ

で
は
、
特
に
Ｑ
７
で
も
紹
介
し
た
推
進

力
と
な
る
職
員
の
役
割
に
つ
い
て
、
取

材
を
基
に
紹
介
す
る
【
図
表
６
】。

　
①
情
報
を
収
集
、
分
析
し
、
教
員
に

共
有
す
る
役
割
。
東
邦
大
学
で
は
学
長

室
の
職
員
が
学
長
の
意
向
を
く
み
取

り
、
文
部
科
学
省
の
委
員
会
の
ネ
ッ
ト

配
信
や
議
事
録
を
聴
講
、
各
学
部
に
共

有
し
て
い
る
。「
指
針
」
へ
の
教
員
の

疑
問
な
ど
も
職
員
が
対
応
し
て
い
る
。

　
他
大
学
の
先
行
事
例
の
収
集
も
重
要

だ
。
教
員
は
授
業
の
プ
ロ
だ
が
教
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
で
は
な
い
の
で
、

職
員
の
知
見
が
取
り
組
み
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
と
な
る
。「
自
学
の
あ
る
べ
き
姿

を
客
観
的
に
捉
え
る
た
め
に
も
、
自
学

で
全
て
を
賄
う
の
で
は
な
く
、
積
極
的

に
外
部
の
知
見
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

職
員
が
   ＊4
　大
学
Ｉ
Ｒ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

や
、
連
携
先
の
大
学
と
の
交
流
で
先
行

事
例
を
学
ん
で
い
る
」（
成
蹊
大
学
）。

　
②
Ｉ
Ｒ
の
役
割
。「
学
内
の
動
向
に

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
教
員
が
必
要

と
し
そ
う
な
デ
ー
タ
や
資
料
を
先
回
り

し
て
準
備
し
て
い
る
。ま
た
日
常
的
に
、

デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
教
員
と
意
見
を
交
換
し
て
い
る
」（
関

西
大
学
、
成
蹊
大
学
）。

　
③
学
部
・
学
科
間
、
部
署
間
の
連
携
・

調
整
を
す
る
役
割
。
特
に
大
規
模
大
学

に
お
い
て
は
、
他
の
学
部
や
部
署
に
お

け
る
先
行
事
例
を
紹
介
す
る
と
い
っ

た
、部
局
を
横
断
す
る
役
割
が
重
要
だ
。

　
な
お
、
職
員
に
こ
う
し
た
活
躍
の
場

を
用
意
し
、
職
員
と
協
働
す
る
よ
う
教

員
に
促
す
の
は
ト
ッ
プ
の
仕
事
だ
。「
執

行
部
が
教
職
協
働
の
体
制
で
な
け
れ

ば
、
現
場
に
教
職
協
働
を
命
じ
て
も
効

果
は
な
く
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
な

し
得
な
い
」（
大
学
行
政
管
理
学
会
杉

原
氏
）。

　
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
究
極
の
目
的

は
、
学
生
が
学
修
成
果
を
把
握
し
、
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
し
て
成
長
す
る
し
く

み
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
れ
が
で
き
て
い

る
か
を
学
生
に
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
手
法
は
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト

が
一
般
的
だ
が
、
学
生
が
自
身
の
能
力

の
伸
長
／
不
足
を
示
す
エ
ビ
デ
ン
ス

（
＝
自
己
評
価
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
）

を
基
に
、
受
け
た
教
育
に
つ
い
て
述
べ

る
形
の
聴
取
の
ほ
う
が
、
彼
ら
の
リ
フ

れ
だ
け
質
や
成
果
の
差
が
あ
る
の
か

は
、検
証
に
足
る
テ
ー
マ
で
は
な
い
か
。

　
社
会
が
大
学
教
育
に
注
目
し
て
い
る

点
も
見
逃
せ
な
い
。
休
校
措
置
や
授
業

方
式
の
変
更
等
に
よ
り
、
学
生
や
保
護

者
の
不
満
が
報
道
さ
れ
た
。
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
内
容
と
は
い
え
、
大
学
の
教
育
が

世
間
か
ら
注
目
を
集
め
る
こ
と
は
そ
う

そ
う
な
い
。
注
目
が
高
い
今
こ
そ
、
教

育
改
善
の
ア
ピ
ー
ル
に
適
し
て
い
る
。

に
よ
っ
て
違
っ
て
い
い
。肝
心
な
の
は
、

項
目
同
士
の
関
連
性
を
意
識
し
て
取
り

組
む
こ
と
。「
指
針
」
の
各
文
章
の
文

末
は
「
必
要
」「
期
待
」「
考
え
ら
れ
る
」

の
３
段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、
優
先
度

の
目
安
に
な
る
が
【
図
表
４
】、「
必
要
」

の
項
目
の
み
を
実
行
し
て
も
、Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
の
歯
車
は
回
ら
な
い
。
例
え
ば
、
明

確
な
学
修
目
標
の
設
定
が
な
い
ま
ま
、

学
修
成
果
の
可
視
化
の
た
め
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
も
、
出
た
デ
ー
タ
の

使
い
よ
う
が
な
い
。
求
め
ら
れ
る
の
は

あ
く
ま
で
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」。
自
学

に
と
っ
て
本
当
に
「
必
要
」
な
項
目
に

つ
い
て
、
項
目
同
士
の
連
携
を
意
識
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
だ
。

　
ち
な
み
に
今
号
で
取
材
し
た
５
大
学

の
取
り
組
み
状
況
を
見
る
と
、
や
や
手

薄
だ
っ
た
の
が
「
望
ま
し
い
教
職
員
像

の
定
義
と
共
有
」「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層

へ
の
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
」「
Ｄ
Ｐ
達
成
状
況
を

学
生
が
語
れ
る
よ
う
に
す
る
」
な
ど

だ
っ
た
。
前
者
２
つ
の
人
材
育
成
に
つ

い
て
は
、
学
生
へ
の
教
育
と
同
様
、
職

能
開
発
の
新
た
な
し
く
み
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
後
者
の
「
学
生
が

語
れ
る
よ
う
に
す
る
」
に
つ
い
て
は
、

東
北
公
益
文
科
大
学
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
も
と
に
年
２
回
の
面
談
を
実
施
、
関

西
大
学
で
は
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
形
式

で
達
成
度
を
学
生
に
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ

自
覚
を
促
す
工
夫
を
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、「
指
針
」
の
内
容
が
自
学
で

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
読
む
と
よ
い
だ
ろ
う
。Ⅰ
〜

Ⅴ
の
各
フ
ェ
ー
ズ
に
は
、
成
功
例
と
、

あ
り
が
ち
な
課
題
が
書
か
れ
て
い
る
。

で
き
て
い
な
い
こ
と
や
思
い
当
た
る
課

題
に
つ
い
て
、
対
処
を
考
え
た
い
。

　「
指
針
」
の
「
概
要
」、
い
わ
ゆ
る
ポ

ン
チ
絵
【
図
表
３
】
に
つ
い
て
は
、
学

位
プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ベ
ル
の
歯
車
の
大
き

さ
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
レ
ベ
ル
の
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
が
回
る
と
、授
業
科
目
レ
ベ
ル
、

大
学
全
体
レ
ベ
ル
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
も
回
る

こ
と
を
示
す
。
こ
の
こ
と
か
ら「『
指
針
』

は
特
に
学
部
長
に
読
ん
で
ほ
し
い
」と
、

作
成
委
員
を
務
め
た
共
愛
学
園
前
橋
国

際
大
学
の
大
森
学
長
は
言
う
。
東
邦
大

学
は
こ
の
レ
ベ
ル
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
重
視

し
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
型
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
学
部
ご
と
に
設
け
て
い
る
。

　
読
み
進
む
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問

が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。多
く
の
場
合
、「
指

針
」
作
成
過
程
の
議
論
に
答
え
が
あ
る
。

「
指
針
」
の
「
は
じ
め
に
」「
お
わ
り
に
」

や
、
   ＊3
　教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
別
委
員

会
の
議
事
録
が
参
考
に
な
る
。
ま
た
、

現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
   ＊3
　質
保
証
シ
ス

テ
ム
部
会
の
議
事
録
も
読
む
と
、
今
後

求
め
ら
れ
る
方
向
性
が
わ
か
る
。

　
文
科
省
は
   ＊3
　事
例
集
や
解
説
動
画
も

公
開
し
て
い
る
の
で
参
考
に
し
た
い
。

　「
指
針
」
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
い

の
で
、
実
行
す
る
項
目
や
方
法
は
大
学

　
ま
ず
、「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
各

部
局
の
取
り
組
み
の
集
大
成
」（
大
森

学
長
）
な
の
で
、
全
部
局
と
連
携
が
取

れ
る
組
織
で
あ
る
こ
と
が
条
件
。
教
務

だ
け
、Ｉ
Ｒ
だ
け
、
と
い
う
体
制
は
あ

り
得
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
実
際
に
教

育
改
善
に
取
り
組
む
実
務
者
レ
ベ
ル
の

メ
ン
バ
ー
を
入
れ
る
こ
と
。
例
え
ば
東

北
公
益
文
科
大
学
で
は
、
実
行
計
画
を

各
セ
ン
タ
ー
が
担
う
だ
け
で
な
く
、
自

己
点
検
シ
ー
ト
の
作
成
に
極
力
多
く
の

教
職
員
が
関
わ
る
こ
と
で
、
全
教
職
員

の
参
画
を
促
し
て
い
る
。

　
組
織
の
形
態
は
、
新
規
組
織
の
設
置

と
既
存
組
織
の
活
用
、
ど
ち
ら
も
一
長

一
短
あ
る
。
新
規
の
場
合
は
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
型
の
Ｗ
Ｇ
を
勧
め
た
い
。
組

織
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
が
明
確
だ
か

ら
だ
。
そ
の
際
は
実
務
者
レ
ベ
ル
の
教

レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
役
立
つ
。
実
際
、
学

修
成
果
の
一
部
で
あ
る
汎
用
的
能
力
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
を
前
に
、
学
生
と

教
員
が
面
談
す
る
大
学
も
あ
る
。

　
ま
た
、
東
邦
大
学
医
学
部
は
、
学
生

が
教
育
上
の
要
望
を
大
学
に
提
言
す
る

「
学
生
教
育
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い

る
。
各
学
年
の
代
表
学
生
が
月
１
回
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
担
当
の
教
員
に
授

業
内
容
や
科
目
編
成
へ
の
要
望
を
提

言
。
学
生
と
教
員
が
一
緒
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
つ
く
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

ち
な
み
に
欧
州
で
は
認
証
評
価
機
関
に

学
生
が
参
画
す
る
こ
と
が
一
般
的
だ
。

　
学
修
成
果
の
可
視
化
が
教
学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
要
と
は
い
え
、
い
き
な
り
そ

こ
か
ら
始
め
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
導
入

し
て
も
、目
的
が
不
明
で
あ
れ
ば
、デ
ー

タ
を
見
て
お
し
ま
い
、に
な
り
が
ち
だ
。

途
中
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら
始
め
る
と
、
取

り
組
み
同
士
の
つ
な
が
り
が
な
い
た

め
、結
果
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
な
ら
な
い
。

回
り
道
の
よ
う
で
も
、「
指
針
」
で
言

え
ば
Ⅰ
の
「
Ｄ
Ｐ
を
起
点
と
し
た
学
修

目
標
の
具
体
化
」
か
ら
進
め
よ
う
。

　
そ
も
そ
も
Ｄ
Ｐ
自
体
に
課
題
が
あ
る

大
学
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
東
邦
大

学
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
作
成
の

た
め
に
各
学
部
で
Ｄ
Ｐ
を
能
力
別
に
分

解
・
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
抽
象
的
で
測

定
が
難
し
か
っ
た
り
、
内
容
が
重
複
し

た
り
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
け
た
と
い

う
。Ｄ
Ｐ
は
構
成
員
全
員
が
め
ざ
す
目
標

な
の
で
、
こ
れ
が
妥
当
な
も
の
と
し
て

教
職
員
、
学
生
に
共
有
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
進
め
ら

れ
な
い
。「
指
針
」
と
、
取
材
し
た
大
学

の
取
り
組
み
を
基
に
し
た
進
め
方
の
手

順
を
【
図
表
８
】
に
ま
と
め
た
。
前
の

ス
テ
ッ
プ
の
取
り
組
み
を
次
の
ス
テ
ッ

プ
で
活
用
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
１
つ
ず
つ
着
実
に
進
め
よ
う
。

　
コ
ツ
の
１
つ
は
、ビ
ッ
グ
ワ
ー
ド（
い

ろ
い
ろ
な
意
味
を
内
包
す
る
抽
象
的
な

言
葉
）
を
使
わ
な
い
こ
と
。
人
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
で
き
て
し
ま

い
、
測
定
が
し
に
く
い
か
ら
だ
。
あ
る

程
度
の
共
通
理
解
が
で
き
る
言
葉
ま
で

具
体
化
、
細
分
化
し
よ
う
。「
学
士
力
」

「
社
会
人
基
礎
力
」
な
ど
が
参
考
に
な

る
。
東
北
公
益
文
科
大
学
の
よ
う
に
、

就
職
先
の
企
業
１
５
０
社
に
聞
い
た
、

入
社
段
階
で
必
要
な
力
を
参
考
に
、
４

つ
の
Ｄ
Ｐ
を
22
の
学
修
目
標
に
分
解
す

る
手
法
も
あ
る
【
図
表
９
】。

　
も
う
１
つ
の
コ
ツ
は
、
一
文
に
入
れ

る
能
力
要
素
を
少
な
く
す
る
こ
と
。
複

数
の
能
力
要
素
を
入
れ
る
と
、
測
定
対

象
が
ぼ
や
け
て
し
ま
う
。
１
つ
の
Ｄ
Ｐ

を
分
解
し
、
具
体
的
な
学
修
目
標
を
複

数
設
定
す
る
整
理
の
し
か
た
（
Ｄ
Ｐ
１

－

１
、
２
、
３
／
Ｄ
Ｐ
２

－

１
、
２
、

３
…
）
が
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
も
、
ま
ず
は
教
学
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
現
場

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
だ
。
執
行

部
に
と
っ
て
は
中
長
期
計
画
、
認
証
評

価
と
い
っ
た
〝
大
目
標
〞
が
教
学
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
動
機
と
な
る
が
、
大

き
す
ぎ
る
目
標
は
、
現
場
の
教
員
に
は

現
実
感
が
乏
し
い
。Ｑ
６
で
述
べ
た
よ

う
に
、
統
括
組
織
に
実
務
者
レ
ベ
ル
の

教
員
を
含
め
、
大
目
標
を
中
目
標
、
小

目
標
に
細
分
化
し
て
現
場
に
伝
え
る
役

を
果
た
し
て
も
ら
う
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　
特
に
大
規
模
大
学
は
足
並
み
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
一
部
の
学
部
か
ら
、
徐
々
に

広
げ
る
手
法
も
有
効
だ
。
関
西
大
学
は

Ｉ
Ｒ
が
提
供
す
る
デ
ー
タ
の
活
用
を
、

賛
同
が
得
ら
れ
た
学
部
・
学
科
か
ら
開

始
。
利
点
が
知
ら
れ
る
に
つ
れ
、学
部
・

学
科
か
ら
の
分
析
、
デ
ー
タ
活
用
の
依

頼
が
増
え
て
い
る
。

　
大
学
全
体
レ
ベ
ル
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
は
、
職
員
の
活
躍
が
不
可
欠
だ
。
東

邦
大
学
で
は
統
括
組
織
に
各
部
局
の
状

況
を
報
告
し
適
宜
調
整
を
促
し
た
り
、

よ
い
取
り
組
み
は
他
の
学
部
に
も
共
有

し
た
り
す
る
ほ
か
、Ｄ
Ｐ
な
ど
を
整
理

す
る
統
一
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
各
部
に
提

供
し
、
全
学
部
の
レ
ベ
ル
を
整
え
る
努

力
を
し
て
い
る
。【
図
表
10
】
の
解
決

ア
イ
デ
ア
例
も
参
考
に
さ
れ
た
い
。

　
参
加
す
る
こ
と
で
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
速
度
と
質
が
上
が
る
研
修
、
つ
ま

り
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
自
学
の
具

体
的
な
課
題
解
決
や
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

目
的
と
し
た
内
容
、
設
計
に
す
る
こ
と

が
大
切
だ
。
実
施
す
る
こ
と
自
体
が
目

的
の
研
修
や
、
知
識
イ
ン
プ
ッ
ト
の
勉

強
会
で
は
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
。

　
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
は
Ｆ
Ｄ
と

し
て
、
実
際
に
使
う
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

作
成
し
た
。
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
１

ス
テ
ッ
プ
進
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
教
員

の
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
そ
の
も
の
へ
の

理
解
が
進
ん
で
コ
ミ
ッ
ト
が
高
ま
る
な

ど
、
一
石
何
鳥
も
の
効
果
が
あ
っ
た
と

い
う
。「
こ
れ
か
ら
の
Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
は
、Ｄ

Ｐ
達
成
の
た
め
の
人
材
育
成
の
一
環
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
だ
」（
大
森
学
長
）。

　
上
手
に
活
用
す
れ
ば
、
学
修
者
本
位

の
教
育
に
向
け
た
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
し
や
す
く
な
る
。
例
え
ば
現
状
の
可

視
化
は「
結
果
」が
中
心
で
、学
修
の「
過

程
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
の
が
難
し

い
が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
う
と
遠
隔

授
業
の
視
聴
時
間
や
図
書
館
の
入
退
室

時
間
な
ど
、「
過
程
」
で
あ
る
学
生
の
行

動
デ
ー
タ
が
取
得
可
能
だ
。
結
果
と
過

程
を
セ
ッ
ト
で
分
析
す
る
こ
と
で
、
個

別
最
適
な
学
び
を
実
現
し
や
す
く
な
る
。

学
生
一
人
ひ
と
り
の
観
察
が
難
し
い
大

規
模
大
学
で
は
特
に
有
効
だ
ろ
う
。

　
あ
る
い
は
一
部
の
教
職
員
し
か
持
た

な
い
専
門
技
術
を
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
れ

ば
、
そ
の
専
門
性
が
組
織
全
体
の
も
の

と
な
る
。
例
え
ば
金
沢
工
業
大
学
は
、

Ｉ
Ｒ
が
提
供
す
る
デ
ー
タ
を
基
に
教
職

員
が
学
生
の
修
学
や
進
路
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
し
く
み
に
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
て
い
る
。

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
学
生
の
発
見
や

デ
ー
タ
の
解
釈
、
助
言
の
し
か
た
は
個

人
差
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
精
度
を
Ａ
Ｉ

に
よ
っ
て
標
準
化
す
る
の
が
狙
い
だ
。

　
加
え
て
同
大
学
で
は
、ｅ
シ
ラ
バ
ス

の
活
用
に
よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
し
く
み
を
整
え
て
い

る
。
シ
ラ
バ
ス
は
全
教
員
、
全
学
生
に

開
放
し
、
適
宜
科
目
担
当
者
が
授
業
を

よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
情
報
や
コ
ン
テ

ン
ツ
を
追
加
入
力
し
て
い
る
。
こ
れ
ぞ

究
極
の
「
み
ん
な
で
回
す
教
学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」の
一
つ
の
形
と
言
え
そ
う
だ
。

　
コ
ロ
ナ
下
で
の
教
育
の
混
乱
に
よ
る

一
部
学
生
等
の
不
満
が
マ
ス
コ
ミ
で
報

道
さ
れ
、
大
学
教
育
に
つ
い
て
社
会
の

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
今
こ
そ
自
学

の
教
育
力
を
積
極
的
に
広
報
し
た
い
。

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
え
ば
、
期
待

通
り
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
現
実

も
見
え
て
く
る
。
そ
の
と
き
、
事
実
を

隠
さ
ず
、
改
善
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン

と
共
に
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
公
表
す
べ

き
だ
。
プ
ラ
ス
面
ば
か
り
を
恣
意
的
に

選
ん
で
紹
介
す
る
よ
り
社
会
に
好
感
を

持
た
れ
る
だ
ろ
う
。
金
沢
工
業
大
学
は

退
学
率
の
推
移
、
海
外
研
修
利
用
者
の

少
な
さ
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報

も
含
め
、Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
で
多
様
な

教
育
情
報
を
公
開
し
て
い
る
。「
要
改

善
点
も
含
め
て
オ
ー
プ
ン
に
し
な
い

と
、
社
会
か
ら
の
信
頼
を
得
ら
れ
ず
、

本
学
の
教
育
の
柱
で
あ
る
産
学
連
携
が

成
立
し
な
い
」
と
の
理
由
か
ら
だ
。

　
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
や
、
東
北

公
益
文
科
大
学
の
よ
う
に
、
定
員
未
充

足
に
陥
っ
た
際
、
自
学
の
教
育
を
真
摯

に
見
直
し
、
成
果
を
積
極
的
に
高
校
に

伝
え
続
け
る
こ
と
が
、
学
生
募
集
の
安

定
化
に
つ
な
が
っ
た
例
も
あ
る
。
学
生

募
集
の
み
な
ら
ず
、
今
後
大
学
に
は
、

地
域
や
企
業
と
共
に
社
会
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
情

報
公
表
は
社
会
と
の
連
携
の
ベ
ー
ス
と

な
る
手
段
だ
。
社
会
に
と
っ
て
価
値
の

あ
る
教
育
を
求
め
、
改
善
し
続
け
る
機

関
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
。

【図表10】Q12についての解決アイデア例

熱心なのは執行部ばかりで
現場が動かない

学部ごとに
取り組みや姿勢に差がある    

□教学についての中期計画や教学マネ
ジメントに取り組む意義、目的を学内に
浸透させる工夫

□教育の現場起点でのマネジメント体制
への転換

□教学マネジメントPＪ部隊＝各学部のＦ
Ｄメンバー

□スモールスタートで始める
□全部の課題に取り組まず、焦点を絞る        
                                           など 

□教学についての中期計画や教学マネ
ジメントに取り組む意義、目的を学内に
浸透させる工夫

□成果の出た学部の取り組みを他学部
にも共有する

□全学横断組織で学部間の差を調整
する

□アウトプット物（アセスメントプランなど）
のフォーマットをそろえる 

                                          など

＊金沢工業大学をはじめとした大学取材内容から編集部にてまとめ

し
ん
し

しん し

13

Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
の
コ
ツ
は
？

特
定
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
目
的

に
す
る
【
図
表
 11
】。

A

14

デ
ジ
タ
ル
技
術
は

ど
の
よ
う
に
役
立
つ
？

個
別
最
適
な
学
び
や
効
率
的
な

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
役
立
つ【
図
表
12
】。

A

15

情
報
公
表
の
コ
ツ
は
？

社
会
が
注
目
す
る
今
こ
そ
、
教

学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
成
果
を
発
信
。

A


